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極
右
へ
の
欧
州
議
会
の
対
応

―
欧
州
議
会
議
院
規
則
の
改
正
を
通
し
て

児

玉

昌

己

　
（
一
八
一
）

は
じ
め
に

第
1
章　

ヒ
ト
の
自
由
移
動
と
Ｅ
Ｕ
で
の
極
右
政
党
の
進
出
の
現
状

　

⑴　

史
上
類
例
を
見
な
い
移
民
の
動
き
の
現
状

　

⑵　

Ｅ
Ｕ
加
盟
国
政
治
へ
の
極
右
の
進
出

第
2
章　

欧
州
統
合
運
動
と
極
右
の
交
差
地
点

　

⑴　

極
右
の
定
義

　

⑵　

超
国
家
的
な
Ｅ
Ｕ
の
成
功
と
極
右
の
交
差
地
点

　

⑶　

反
フ
ァ
シ
ズ
ム
運
動
と
し
て
の
欧
州
統
合

第
3
章　

リ
ス
ボ
ン
条
約
と
欧
州
議
会
お
よ
び
欧
州
政
党

　

⑴　

欧
州
議
会
の
権
限



極
右
へ
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欧
州
議
会
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応
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二
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六
三
巻
一
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（
一
八
二
）

は
じ
め
に

　

近
時
、
Ｅ
Ｕ
加
盟
国
に
お
い
て
は
、
大
国
、
小
国
を
問
わ
ず
極
右
勢
力
の
台
頭
が
顕
在
化
し
、
Ｅ
Ｕ
と
の
対
立
衝
突
の
局
面
も
発
生
し
て

い
る
。
皮
肉
に
も
と
い
う
よ
り
必
然
的
に
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
が
、
ヒ
ト
、
モ
ノ
、
カ
ネ
の
自
由
移
動
を
二
七
カ
国
五
億
人
の
単
一
経
済

空
間
を
可
能
に
し
た
Ｅ
Ｕ
の
成
功
が
そ
れ
を
招
い
て
い
る
。

　

本
稿
で
は
、
欧
州
議
会
に
進
出
し
そ
の
勢
力
を
Ｅ
Ｕ
政
治
に
及
ぼ
し
つ
つ
あ
る
Ｅ
Ｕ
加
盟
国
内
の
極
右
と
欧
州
議
会
の
欧
州
統
合
運
動
支

持
派
の
対
応
に
焦
点
を
当
て
、
欧
州
議
会
が
い
か
な
る
手
立
て
で
、
極
右
の
欧
州
議
会
進
出
を
通
し
た
Ｅ
Ｕ
政
治
へ
の
影
響
力
の
拡
大
に
対

処
し
て
い
る
の
か
、
そ
れ
を
捕
捉
し
た
い
。

　

⑵　

欧
州
議
会
に
お
け
る
院
内
会
派

第
4
章　

欧
州
政
党
を
規
律
す
る
欧
州
議
会
議
院
規
則

　

⑴　

欧
州
政
党
形
成
要
件

　

⑵　

欧
州
政
党
へ
の
公
的
助
成

第
5
章　

阻
ま
れ
る
極
右　

二
つ
の
事
例

　

⑴　

Ｉ
Ｔ
Ｓ
結
成
と
そ
の
瓦
解

　

⑵　

Ｊ
・
Ｍ
ル
ペ
ン
の
欧
州
議
会
暫
定
議
長
就
任
の
阻
止
と
欧
州
議
会
議
院
規
則
の
変
更

　

⑶　

欧
州
政
党
形
成
要
件
の
厳
格
化

結
論
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（
一
八
三
）

　

欧
州
議
会
を
取
り
上
げ
る
の
は
、
以
下
の
二
つ
の
理
由
に
負
う
。
一
つ
は
、
Ｅ
Ｕ
を
通
し
て
進
む
欧
州
統
合
が
国
境
と
い
う
国
家
主
権
の

壁
を
取
り
払
い
、
ヒ
ト
、
モ
ノ
、
カ
ネ
の
自
由
移
動
を
確
保
し
、
も
っ
て
単
一
の
経
済
が
形
成
さ
れ
つ
つ
あ
る
が
、
こ
れ
に
相
応
し
て
、「
政

治
同
盟
」（P

olitical U
nion

）
と
い
う
名
の
単
一
の
政
治
空
間
も
同
時
に
形
成
さ
れ
つ
つ
あ
る（

1
）。

こ
の
な
か
で
、
人
の
流
入
が
加
速
し
、
経

済
不
況
の
際
に
は
特
に
受
け
入
れ
国
に
お
い
て
、
国
家
主
義
や
民
族
主
義
に
立
つ
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
運
動
を
よ
り
先
鋭
化
さ
せ
る
よ
う
作
用

し
て
い
る
と
い
う
認
識
に
あ
る
。

　

二
つ
目
は
、
Ｅ
Ｕ
の
「
政
治
同
盟
」
の
一
つ
の
重
要
な
核
を
構
成
し
て
い
る
欧
州
議
会
が
、
一
九
七
九
年
に
近
代
国
家
の
議
会
に
倣
い
、

代
表
民
主
主
義
を
体
現
す
る
立
法
府
と
し
て
の
正
統
性
を
確
固
と
す
る
た
め
に
直
接
選
挙
制
度
を
導
入
し
た
こ
と
を
機
に
、
そ
れ
ま
で
加
盟

国
レ
ベ
ル
に
止
ま
っ
て
き
た
極
右
政
党
が
、
欧
州
議
会
選
挙
で
の
比
例
選
出
制
度
を
基
礎
と
す
る
選
挙
制
度
に
よ
り
、
欧
州
進
出
が
可
能
と

な
り
、
そ
れ
が
国
内
政
治
に
作
用
し
て
い
る
と
い
う
認
識
に
あ
る
。

　

す
な
わ
ち
、
Ｅ
Ｕ
（
当
時
Ｅ
Ｅ
Ｃ
）
に
お
い
て
は
、
欧
州
議
会
の
民
主
的
正
当
性
を
高
め
る
た
め
に
導
入
さ
れ
た
欧
州
選
挙
の
直
接
選
挙

が
、一
九
七
九
年
に
実
施
さ
れ
て
三
〇
有
余
年
が
経
過
し
た
。
欧
州
統
合
を
進
め
る
Ｅ
Ｕ
の
民
主
主
義
的
な
装
置
で
あ
る
比
例
代
表
制
度
が
、

皮
肉
に
も
、
極
右
の
欧
州
政
治
へ
の
進
出
を
可
能
に
す
る
と
い
う
逆
説
的
状
況
を
招
い
て
い
る
と
い
う
状
況
が
あ
る
。

　

実
際
、
欧
州
議
会
内
の
統
合
推
進
派
で
あ
る
欧
州
社
会
党
、
欧
州
人
民
党
、
欧
州
自
由
民
主
、
欧
州
緑
の
党
と
い
っ
た
院
内
各
会
派
も
、

近
時
顕
在
化
し
た
加
盟
国
内
に
お
け
る
極
右
政
党
の
進
出
を
Ｅ
Ｕ
の
理
念
を
脅
か
す
も
の
と
し
て
捉
え
て
、
そ
れ
ゆ
え
に
、
欧
州
議
会
議
院

規
則
を
改
正
す
る
こ
と
で
、
Ｅ
Ｕ
条
約
と
理
念
に
合
致
し
な
い
極
右
の
封
じ
込
め
に
動
い
て
い
る
。
こ
の
二
つ
の
要
素
が
、
本
稿
で
扱
う
理

由
で
あ
る
。

　

こ
の
論
文
で
は
、
当
面
、
欧
州
議
会
で
形
成
さ
れ
た
Ｅ
Ｕ
レ
ベ
ル
で
の
欧
州
政
党
で
、
極
右
政
党
と
定
義
さ
れ
て
い
る
「
同
一
性
、
伝
統
、

主
権
」（Identity T

radition, Sovereignty / IT
S

）、
お
よ
び
フ
ラ
ン
ス
の
国
民
戦
線
（front national

）
を
取
り
上
げ
、
こ
れ
に
た
い
す



極
右
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る
欧
州
議
会
の
主
流
派
の
対
応
に
焦
点
を
当
て
る
。
も
と
よ
り
、
Ｅ
Ｕ
内
極
右
勢
力
は
こ
れ
に
限
定
さ
れ
る
も
の
で
は
お
よ
そ
な
い
。
そ
の

他
の
極
右
勢
力
や
政
党
に
つ
い
て
も
分
析
を
必
要
と
す
る
こ
と
は
論
を
待
た
な
い
。

　

当
面
、
こ
こ
で
は
、
欧
州
の
こ
の
二
つ
の
極
右
勢
力
が
関
連
す
る
欧
州
議
会
の
動
き
に
焦
点
を
あ
て
る
。
こ
の
二
つ
の
事
例
に
対
す
る
欧

州
議
会
の
、
主
流
派
の
対
応
は
、
ま
さ
に
反
Ｅ
Ｕ
的
理
念
を
掲
げ
る
極
右
政
党
や
政
治
勢
力
に
た
い
す
る
ひ
と
つ
の
典
型
を
示
し
て
い
る
か

ら
で
あ
る
。

　

ま
た
欧
州
議
会
議
院
規
則
の
改
定
を
巡
る
政
治
動
向
に
焦
点
を
当
て
る
。
な
ぜ
欧
州
議
会
議
院
規
則
か
と
い
う
と
、
Ｅ
Ｕ
に
お
い
て
、
極

右
政
党
封
じ
込
め
の
政
治
的
対
応
は
、
当
面
、
Ｅ
Ｕ
レ
ベ
ル
で
代
議
制
を
と
る
欧
州
議
会
に
お
い
て
、
欧
州
人
民
党
や
欧
州
社
会
党
と
い
う

欧
州
統
合
の
主
流
派
と
の
対
決
の
場
と
し
て
、
こ
の
欧
州
議
会
議
院
規
則
の
改
正
を
舞
台
と
し
て
戦
わ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

　

と
く
に
欧
州
議
会
議
院
規
則
の
な
か
で
も
二
点
を
取
り
上
げ
る
。
第
一
は
欧
州
議
会
の
新
議
会
を
召
集
す
る
臨
時
議
長
を
め
ぐ
る
規
約
の

改
正
で
あ
る
。
第
二
は
、
欧
州
議
会
に
お
け
る
政
党
形
成
の
要
件
の
改
正
で
あ
る
。

　

こ
れ
ら
は
と
も
に
欧
州
議
会
主
流
派
の
一
定
の
思
想
に
基
づ
く
改
正
で
あ
り
、
そ
れ
ら
は
極
右
の
締
め
出
し
と
い
う
共
通
の
思
想
に
基
づ

く
。

第
1
章　

ヒ
ト
の
自
由
移
動
と
Ｅ
Ｕ
で
の
極
右
政
党
の
進
出
の
現
状

⑴　

史
上
類
例
を
見
な
い
移
民
の
動
き
の
現
状

　

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
統
合
が
め
ざ
し
た
ヒ
ト
、
モ
ノ
、
カ
ネ
、
サ
ー
ビ
ス
の
自
由
移
動
の
実
際
と
結
果
は
、
ど
の
よ
う
な
も
の
だ
ろ
う
か
。
具
体

的
に
ど
れ
ほ
ど
の
人
の
自
由
が
進
ん
だ
の
か
。
さ
ま
ざ
ま
な
デ
ー
タ
が
利
用
可
能
だ
が
、
欧
州
委
員
会
の
デ
ー
タ
（
二
〇
〇
五
年
）
を
も
と

　
（
一
八
四
）
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志
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巻
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に
日
本
の
有
力
週
刊
誌
『
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
』
が
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
ス
と
と
も
に
実
に
効
果
的
に
読
者
に
た
い
し
視
覚
に
伝
え
た
数
字
が
あ
る
。

こ
こ
で
い
う
移
民
と
は
就
労
と
定
住
を
意
図
し
た
も
の
で
あ
り
、
観
光
な
ど
短
期
の
も
の
で
は
な
い
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
以
下
で
あ
る
。

　

就
労
と
定
住
を
意
図
し
た
移
民
の
流
入
に
つ
い
て
は
、
基
本
的
に
Ｅ
Ｕ
内
加
盟
国
の
出
身
者
で
あ
れ
ば
、
新
規
加
盟
国
と
の
過
渡
期
間
の

特
別
措
置
を
除
い
て
、
受
け
入
れ
国
と
同
等
の
扱
い
、
つ
ま
り
内
国
民
待
遇
を
得
る
。
も
と
よ
り
以
下
に
示
す
数
字
は
、
Ｅ
Ｕ
内
で
の
移
動

お
よ
び
Ｅ
Ｕ
の
外
、
つ
ま
り
Ｅ
Ｕ
域
外
か
ら
の
人
の
移
動
も
含
む
。
規
模
の
大
き
い
順
で
、
ス
ペ
イ
ン
、
ド
イ
ツ
、
イ
ギ
リ
ス
、
イ
タ
リ
ア

（
二
〇
〇
三
年
）、
フ
ラ
ン
ス
（
二
〇
〇
四
年
）
で
あ
る
が
、
そ
の
内
訳
も
興
味
深
い
。

　

ス
ペ
イ
ン
で
は
二
〇
〇
五
年
に
、
六
八
万
二
七
一
一
人
を
受
け
入
れ
て
い
る
。
流
入
元
の
上
位
三
国
を
い
え
ば
、
ル
ー
マ
ニ
ア
一
〇
万
八

二
九
四
人
、
モ
ロ
ッ
コ
八
万
二
五
一
九
人
、
ボ
リ
ビ
ア
四
万
四
九
八
五
人
で
あ
る
。
そ
の
他
の
主
要
国
で
い
え
ば
、
ド
イ
ツ
五
七
万
九
三
〇

一
人
。
流
入
元
の
国
別
内
訳
を
い
え
ば
、ポ
ー
ラ
ン
ド
一
四
万
七
七
二
六
人
、ト
ル
コ
三
万
六
〇
一
九
人
、ル
ー
マ
ニ
ア
二
万
三
二
七
四
人
）。

以
下
括
弧
は
流
入
元
。

　

イ
ギ
リ
ス
は
、
四
〇
万
七
四
〇
二
人
（
ポ
ー
ラ
ン
ド
四
万
九
四
一
一
人
、
イ
ン
ド
四
万
六
四
五
三
人
、
南
ア
二
四
二
六
人
）。
イ
タ
リ
ア

三
九
万
二
七
七
一
人
（
ル
ー
マ
ニ
ア
七
万
四
四
六
三
、
ア
ル
バ
ニ
ア
四
万
六
五
八
七
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
四
万
一
二
六
三（

2
））。

　

Ｅ
Ｕ
の
中
・
小
規
模
国
家
で
も
状
況
は
似
た
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
人
口
比
で
見
て
、
そ
の
受
け
入
れ
が
明
ら
か
に
巨
大
で
あ
る
国
家
と

し
て
は
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
、
オ
ラ
ン
ダ
が
あ
る
。

　

そ
の
内
訳
を
み
れ
ば
、
北
欧
の
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
で
は
五
万
一
二
九
七
人
（
デ
ン
マ
ー
ク 

四
〇
四
〇
、
ポ
ー
ラ
ン
ド 

三
四
二
〇
、
イ
ラ

ク 

二
九
四
二
）、オ
ー
ス
ト
リ
ア
は
、一
〇
万
一
四
五
五
人
（
ド
イ
ツ 
一
万
五
〇
六
〇
、セ
ル
ビ
ア 

一
万
一
六
〇
九
、ト
ル
コ 

七
七
九
八
）、

一
五
〇
〇
万
人
の
オ
ラ
ン
ダ
で
は
、
六
万
三
四
一
五
人
（
ド
イ
ツ 

五
九
三
〇
、
ポ
ー
ラ
ン
ド 

五
六
五
一
、
イ
ギ
リ
ス 

一
三
九
五（

3
））

　

こ
の
よ
う
に
加
盟
国
間
は
も
と
よ
り
Ｅ
Ｕ
域
外
諸
国
か
ら
も
そ
の
歴
史
的
つ
な
が
り
を
背
景
と
し
な
が
ら
、
大
規
模
に
人
の
自
由
な
流
入

　
（
一
八
五
）
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が
進
ん
で
い
る
。

　

Ｅ
Ｕ
加
盟
国
相
互
の
移
動
は
も
と
よ
り
、
Ｅ
Ｕ
域
外
か
ら
の
移
民
も
積
極
的
に
受
け
入
れ
て
い
る
。

　

ち
な
み
に
こ
の
数
字
を
理
解
す
る
た
め
、
参
考
ま
で
に
日
本
の
関
連
す
る
数
字
を
提
示
し
て
お
け
ば
、
以
下
で
あ
る
。
二
〇
〇
七
年
で
外

国
人
の
総
入
国
者
総
数
は
九
一
五
万
人
、
新
規
入
国
者
数
は
、
七
七
二
万
人
。
他
方
、
再
入
国
者
は
、
一
五
〇
万
人
と
い
う
数
字
が
あ
る（

4
）。

再
入
国
者
と
は
、
中
長
期
に
わ
た
り
在
留
し
て
い
る
外
国
人
で
、
勉
学
、
里
帰
り
や
観
光
、
商
用
等
で
一
時
的
に
出
国
し
、
再
入
国
し
た
も

の
で
あ
る
。
Ｅ
Ｕ
と
日
本
の
移
民
受
け
入
れ
に
つ
い
て
は
、
全
く
別
個
の
基
準
で
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
単
純
な
比
較
は
で
き
な
い
も

の
の
、
そ
れ
な
り
に
ヒ
ト
の
流
入
は
国
際
的
現
象
で
あ
る
こ
と
は
理
解
で
き
る
。
た
だ
し
、
Ｅ
Ｕ
の
場
合
、
観
光
な
ど
と
違
い
、
就
労
の
目

的
が
大
き
い
と
み
ら
れ
る
こ
と
は
強
調
し
て
お
く
べ
き
こ
と
で
あ
る
。

　

そ
し
て
、
ヒ
ト
、
モ
ノ
、
カ
ネ
の
自
由
移
動
を
前
提
と
す
る
Ｅ
Ｕ
に
お
い
て
、
経
済
不
況
時
に
は
、
労
働
市
場
の
底
辺
を
奪
い
合
い
、
社

会
問
題
は
深
刻
な
政
治
問
題
と
し
て
政
治
舞
台
に
登
場
し
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
状
況
は
、
加
盟
国
で
移
民
排
撃
を
目
的
と
す
る
過
激
な
政
治
団
体
の
動
き
が
活
発
化
す
る
に
十
分
の
環
境
を
与
え
る
こ
と
に
な

る
。
加
え
て
、
米
国
の
自
由
放
任
主
義
と
い
う
べ
き
規
制
な
き
金
融
資
本
主
義
の
暴
走
は
、
サ
ブ
プ
ラ
イ
ム
問
題
か
ら
、
投
資
銀
行
の
リ
ー

マ
ン
の
破
綻
か
ら
、
世
界
経
済
は
一
〇
〇
年
に
一
度
と
い
う
危
機
に
見
舞
わ
れ
、
世
界
恐
慌
の
一
歩
手
前
と
い
う
べ
き
事
態
を
生
み
、
雇
用

情
勢
の
悪
化
は
深
刻
な
社
会
問
題
、
世
界
全
体
に
及
ぼ
し
て
い
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
Ｅ
Ｕ
に
お
け
る
移
民
と
雇
用
を
め
ぐ
る
問
題
を
顕
在
化
さ
せ
る
政
治
舞
台
は
、
Ｅ
Ｕ
に
お
い
て
は
、
欧
州
議
会
と
い
う
こ
と

に
な
る
。
国
家
に
お
け
る
政
治
の
問
題
、
そ
し
て
国
民
の
政
治
的
意
思
は
、
何
よ
り
も
代
議
制
民
主
主
義
を
と
る
場
合
、
議
会
と
い
う
場
に

お
い
て
提
起
さ
れ
反
映
さ
れ
る
。
議
会
を
実
体
化
し
、
具
現
化
す
る
装
置
は
政
党
で
あ
る
。
そ
し
て
政
党
の
勢
力
は
国
民
の
意
思
を
反
映
す

る
選
挙
に
お
い
て
表
さ
れ
る
。

　
（
一
八
六
）
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Ｅ
Ｕ
に
お
い
て
は
、二
〇
〇
九
年
六
月
に
実
施
さ
れ
た
国
家
を
選
挙
区
と
す
る
欧
州
議
会
議
員
選
挙
で
鋭
く
提
起
さ
れ
た
。
一
九
九
九
年
、

加
盟
国
は
一
五
で
欧
州
議
会
選
挙
で
の
議
席
定
数
は
六
二
六
で
あ
っ
た
。
こ
の
う
ち
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
統
合
懐
疑
派
と
、
反
Ｅ
Ｕ
極
右
派
を
代

表
す
る
政
党
を
カ
ウ
ン
ト
し
て
み
る
と
、「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
国
民
同
盟
党
」（
Ｕ
Ｅ
Ｎ
）
三
一
と
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
多
様
性
と
民
主
主
義
」（
Ｅ
Ｅ
Ｄ
）

が
一
六
で
、
合
計
四
七
議
席
を
得
て
い
た
。

　

一
〇
年
後
の
二
〇
〇
九
年
で
は
加
盟
国
二
七
、
議
員
定
数
は
七
三
六
と
一
五
％
程
度
増
え
て
い
る
。
そ
れ
を
踏
ま
え
て
も
、
欧
州
国
民
同

盟
党
Ｕ
Ｅ
Ｎ
（
二
八
）、
Ｅ
Ｅ
Ｄ
を
引
き
継
ぎ
二
〇
〇
九
年
に
党
名
変
更
し
た
独
立
民
主
派
Ｉ
Ｎ
Ｄ
／
Ｄ
Ｅ
Ｍ
（
二
一
）、
無
所
属 N

o 

group

（
七
二
）
で
一
二
一
議
席
と
大
幅
に
拡
大
し
て
い
る（

5
）。

ち
な
み
に
七
二
名
の
無
所
属
か
ら
そ
の
後
ほ
ど
な
く
し
て
、
英
保
守
党
出
身

議
員
を
核
に
し
て
、
五
五
議
席
を
も
つ
欧
州
保
守
改
革
党
が
結
成
さ
れ
た
。
仮
に
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
に
は
異
な
る
理
由
で
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
統
合

推
進
反
対
の
共
産
党
系
を
入
れ
る
と
す
る
と
、
こ
の
数
は
さ
ら
に
伸
び
る
。

　

Ｅ
Ｕ
に
お
け
る
極
右
勢
力
に
つ
い
て
は
、
グ
リ
ン
フ
ォ
ー
ド
前
欧
州
議
会
議
員
（
英
労
働
党
、
欧
州
社
会
党
）
は
以
下
の
数
字
を
挙
げ
、

二
〇
〇
五
年
で
の
事
情
を
語
っ
て
い
る
。

　

そ
れ
に
よ
れ
ば
、
一
〇
の
加
盟
国
か
ら
ネ
オ
ナ
チ
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
を
も
つ
二
五
名
の
欧
州
議
会
議
員
が
選
出
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
使
用

す
る
言
語
（
レ
ト
リ
ッ
ク
）
に
お
い
て
同
質
の
も
の
と
し
て
、
さ
ら
に
一
二
名
の
議
員
が
選
出
さ
れ
て
い
る
と
す
る
。
彼
ら
は
Ｅ
Ｕ
に
居
住

す
る
一
二
〇
〇
万
人
か
ら
一
四
〇
〇
万
人
の
第
三
国
出
身
者
と
、
四
〇
〇
万
人
の
ブ
ラ
ッ
ク
・
ユ
ー
ロ
ピ
ア
ン
を
脅
か
し
て
い
る（

6
）。

グ
リ
ン

フ
ォ
ー
ド
は
、
な
か
で
も
、
ベ
ル
ギ
ー
の
フ
ラ
ー
ム
ス
・
ブ
ロ
ッ
ク
、
フ
ラ
ン
ス
の
国
民
戦
線
、
イ
タ
リ
ア
のA

lleanza N
ationale

、
イ

ギ
リ
ス
の
Ｂ
Ｎ
Ｐ
を
挙
げ
て
い
る
。

　

ま
た
Ｕ
Ｋ
Ｉ
Ｐ
（
イ
ギ
リ
ス
独
立
党
）
に
つ
い
て
は
Ｂ
Ｎ
Ｐ
と
同
列
に
す
べ
き
で
は
な
い
が
、
厳
し
い
反
Ｅ
Ｕ
姿
勢
に
基
づ
き
Ｅ
Ｕ
か
ら

の
イ
ギ
リ
ス
の
離
脱
を
掲
げ
る
政
党
で
あ
る
。
主
権
国
家
で
あ
る
イ
ギ
リ
ス
に
お
い
て
イ
ギ
リ
ス
独
立
（independent

）
と
は
奇
異
に
感

　
（
一
八
七
）
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じ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
Ｅ
Ｕ
加
盟
を
抑
圧
状
態
と
ら
え
、
独
立
を
阻
害
さ
れ
て
い
る
Ｅ
Ｕ
か
ら
の
「
独
立
」
を
唱
え
る
政
党
で
あ
る
。
ち

な
み
に
保
守
党
党
首
キ
ャ
メ
ロ
ン
が
Ｕ
Ｋ
Ｉ
Ｐ
に
つ
い
て
、「
馬
鹿
げ
た
内
輪
の
人
種
差
別
主
義
者
」（a bunch of fruitcakes and 

loonies and closet racists

）
と
評
し
た
こ
と
が
あ
る（

7
）。

二
〇
〇
四
年
欧
州
議
会
議
員
選
挙
で
は
、
Ｕ
Ｋ
Ｉ
Ｐ
は
二
六
五
万
票
（
イ
ギ
リ
ス

国
内
分
の
票
の
一
六
・
一
％
）
を
獲
得
し
、
得
票
率
で
は
下
院
議
会
第
三
党
の
自
由
民
主
党
を
凌
ぎ
、
一
二
議
席
を
得
て
い
る
。

　

Ｕ
Ｋ
Ｉ
Ｐ
は
、
さ
ら
に
二
〇
〇
九
年
の
欧
州
議
会
選
挙
で
は
イ
ギ
リ
ス
選
挙
区
で
一
六
・
五
％
の
得
票
を
得
、
一
三
議
席
と
し
、
同
一
議

席
な
が
ら
、
国
内
の
下
院
議
会
の
政
府
与
党
労
働
党
か
ら
支
持
率
で
そ
の
地
位
を
奪
い
、
第
二
位
に
躍
り
出
た
。
ち
な
み
に
Ｕ
Ｋ
Ｉ
Ｐ
は
一

九
九
九
年
に
欧
州
議
会
内
で
新
会
派 E

urope of D
em

ocracies and D
iversities

（
Ｅ
Ｄ
Ｄ
）
を
他
の
加
盟
国
の
政
党
と
で
結
成
。
二
〇

〇
四
年
に
は
ポ
ー
ラ
ン
ド
、
デ
ン
マ
ー
ク
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
議
員
と
合
わ
せ
て
三
七
名
の
議
員
を
も
っ
て
、
新
た
に
「
自
立
と
民
主
主
義
」

（Independence and D
em

ocracy
）
を
結
成
。
二
〇
〇
九
年
に
は
「
自
由
と
民
主
主
義
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
」（E

urope of F
reedom

 and 

D
em

ocracy

）
に
名
を
変
え
た
。
こ
の
よ
う
に
、
欧
州
議
会
選
挙
の
ご
と
に
党
名
を
変
え
つ
つ
、
新
党
を
結
成
し
、
自
己
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー

と
存
在
を
欧
州
議
会
内
に
確
保
し
て
い
る
。

⑵　

Ｅ
Ｕ
加
盟
国
政
治
へ
の
極
右
の
進
出

　

Ｅ
Ｕ
加
盟
国
内
に
お
い
て
、
極
右
進
出
の
比
較
的
新
し
い
事
例
と
し
て
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
が
挙
げ
ら
れ
る
。
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
総
選
挙
（
比

例
代
表
制
、
定
数
三
四
九
の
一
院
制
）
は
一
九
日
投
開
票
さ
れ
、
フ
レ
ド
リ
ッ
ク
・
ラ
イ
ン
フ
ェ
ル
ト
首
相
（
四
五
）
の
中
道
右
派
四
党
連

合
が
計
一
七
二
議
席
を
占
め
て
勝
利
し
た
。
一
方
、「
反
移
民
」
を
唱
え
る
極
右
政
党
が
初
め
て
国
政
に
進
出
し
、
二
〇
議
席
を
得
た
。
与

党
連
合
と
野
党
連
合
が
激
し
く
競
い
、
野
党
連
合
は
一
五
七
を
得
て
い
る
こ
と
か
ら
、
過
半
数
に
三
議
席
足
り
ず
、
キ
ャ
ス
テ
ィ
ン
グ
ボ
ー

ト
は
、
極
右
政
党
の
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
民
主
党
が
握
っ
て
い
る（

8
）。

　
（
一
八
八
）
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オ
ラ
ン
ダ
で
も
同
様
の
状
況
が
見
ら
れ
る
。
ギ
リ
シ
ア
の
財
政
危
機
を
背
景
に
ユ
ー
ロ
危
機
の
中
で
行
わ
れ
た
オ
ラ
ン
ダ
の
総
選
挙
（
二

〇
一
〇
年
六
月
定
数
一
五
〇
）
で
は
、
移
民
排
斥
を
唱
え
る
、
ヘ
ル
ト
・
ウ
ィ
ル
ダ
ー
ス
率
い
る
極
右
政
党
の
自
由
党
が
躍
進
し
、
一
五
議

席
伸
ば
し
、
二
四
議
席
を
獲
得
、
一
挙
に
第
三
党
に
成
長
し
、
与
党
を
務
め
て
き
た
キ
リ
ス
ト
教
民
主
党
の
獲
得
議
席
数
は
四
一
か
ら
二
〇

に
大
幅
に
減
少
し
た
。

　

オ
ー
ス
ト
リ
ア
で
も
反
Ｅ
Ｕ
勢
力
の
台
頭
は
顕
著
で
あ
る
。
二
〇
〇
〇
年
に
は
国
民
議
会
選
挙
で
、
ヒ
ト
ラ
ー
礼
賛
を
は
ば
か
ら
な
い
ポ

ピ
ュ
リ
ス
ト
、
イ
エ
ル
ク
・
ハ
イ
ダ
ー
率
い
る
自
由
党
が
躍
進
し
、
国
民
党
と
連
立
内
閣
を
組
織
し
、
欧
州
理
事
会
入
り
し
た
。
こ
れ
に
反

発
し
た
各
国
首
脳
は
、
記
念
撮
影
を
拒
否
し
、
一
四
カ
国
政
府
は
そ
れ
ぞ
れ
に
制
裁
を
実
施
し
た
ほ
ど
だ
っ
た
。
そ
の
後
、
ハ
イ
ダ
ー
は
自

由
党
を
割
り
、
新
た
に
未
来
同
盟
を
形
成
。
二
〇
〇
八
年
九
月
の
国
民
議
会
選
挙
で
は
、
未
来
同
盟
二
一
議
席
、
自
由
党
は
三
四
議
席
を
得

た
。
こ
れ
は
議
員
定
数
一
八
五
の
三
割
が
排
外
主
義
的
政
党
で
占
め
る
ほ
ど
に
躍
進
し
た
こ
と
を
意
味
す
る
。（
ハ
イ
ダ
ー
は
自
動
車
事
故

で
二
〇
〇
八
年
一
〇
月
死
亡
）。

　

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
で
も
保
守
化
現
象
は
進
み
つ
つ
あ
る
。
二
〇
一
一
年
四
月
一
七
日
投
開
票
さ
れ
た
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
総
選
挙
（
一
院
制
、
定

数
二
〇
〇
）
で
も
、
反
移
民
、
反
Ｅ
Ｕ
を
掲
げ
る
民
族
主
義
政
党
「
真
正
フ
ィ
ン
人
党
」
が
六
議
席
か
ら
三
九
議
席
へ
と
第
三
党
に
大
躍
進

し
た
。
マ
リ
・
キ
ビ
ニ
エ
ミ
（M

ari K
iviniem

i

）
首
相
率
い
る
与
党
・
中
央
党
は
、
予
想
外
の
大
敗
北
で
、
第
四
党
に
転
落
、
保
守
系
の

国
民
連
合
が
四
四
議
席
獲
得
で
初
め
て
第
一
党
と
な
っ
た
。

　
（
一
八
九
）
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欧
州
統
合
運
動
と
極
右
の
交
差
地
点

⑴　

極
右
の
定
義

　

本
稿
と
の
関
連
で
、
表
題
に
し
た
極
右
に
つ
い
て
若
干
の
定
義
を
し
て
お
き
た
い
。
極
右
の
定
義
と
し
て
、
人
種
差
別
主
義
を
そ
の
イ
デ

オ
ロ
ギ
ー
と
行
動
様
式
の
基
礎
と
し
、
自
民
族
優
越
主
義
と
表
裏
一
体
を
な
す
排
外
主
義
を
至
上
の
価
値
と
す
る
政
治
勢
力
で
あ
り
、
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
に
お
け
る
ナ
チ
ス
の
暴
虐
の
歴
史
を
肯
定
し
、
そ
の
暴
虐
を
過
小
評
価
し
、
あ
る
い
は
否
定
し
、
さ
ら
に
は
ナ
チ
ス
や
フ
ァ
シ
ズ
ム

を
む
し
ろ
賞
賛
す
る
い
わ
ゆ
る
ネ
オ
ナ
チ
や
イ
ス
ラ
ム
排
撃
を
含
む
政
治
運
動
と
、
そ
れ
を
体
現
す
る
政
治
勢
力
お
よ
び
政
党
も
含
む
も
の

と
定
義
し
て
お
き
た
い
。
欧
州
右
翼
の
研
究
者
カ
ス
・
ム
デ
（C

as  M
udde

）
は
「
大
衆
迎
合
的
過
激
右
翼
諸
党
」（P

opulist R
adical 

R
ight P

arties

）
と
そ
の
著
書
の
タ
イ
ト
ル
と
し
て
表
現
し
て
い
る（

9
）。

　

ち
な
み
に
わ
が
国
で
は
極
右
と
い
え
ば
非
合
法
を
イ
メ
ー
ジ
す
る
。
そ
し
て
右
翼
と
い
え
ば
、
街
宣
活
動
な
ど
戦
闘
的
な
も
の
を
含
め
て

右
翼
と
い
う
。
だ
が
欧
州
で
の
定
義
で
は
、
日
本
の
右
翼
は
、
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
、
極
右
（far right

）
と
い
う
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

　

と
こ
ろ
で
、
社
会
科
学
に
お
け
る
事
柄
や
事
象
の
定
義
の
重
要
性
は
、
な
に
よ
り
議
論
と
論
理
を
支
え
る
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
と
り

わ
け
重
要
で
あ
る
。
と
は
い
え
、
わ
が
国
で
も
欧
州
で
も
極
右
に
つ
い
て
の
定
義
も
、
多
分
に
研
究
者
や
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
間
で
、
そ
の

主
観
性
や
流
動
性
を
反
映
し
て
、
幅
が
あ
る
。

　

た
と
え
ば
、
リ
ー
・
フ
ィ
リ
ッ
プ
は
、
Ｅ
Ｕ
専
門
情
報
サ
イ
ト
、E

U
observer

で
「
欧
州
議
会
で
会
派
を
組
む
こ
と
の
困
難
を
抱
え
る

極
右
」
と
い
う
記
事
を
書
い
て
い
る
。
そ
の
な
か
で
、
極
右
の
定
義
に
か
か
わ
る
興
味
深
い
記
述
を
し
て
い
る
。
記
者
は
言
う
。

　
「
オ
ラ
ン
ダ
人
、
ヘ
ル
ト
・
ウ
ィ
ル
ダ
ー
ス
（G

eert W
ilders

）
が
率
い
る
自
由
党
（
Ｐ
Ｖ
Ｖ
）
や
デ
ン
マ
ー
ク
の
人
民
党
は
、
移
民
、

イ
ス
ラ
ム
教
徒
、
様
々
な
少
数
派
に
た
い
し
て
反
対
の
立
場
を
と
る
だ
ろ
う
。
他
方
、
彼
ら
は
、
イ
ギ
リ
ス
国
民
党
（
Ｂ
Ｎ
Ｐ
）
や
フ
ラ
ン

　
（
一
九
〇
）
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ス
の
国
民
戦
線
の
よ
う
な
フ
ァ
シ
ス
ト
的
政
党
と
い
っ
た
戦
闘
的
民
族
主
義
者
を
受
け
入
れ
る
こ
と
に
は
、
消
極
的
だ
ろ
う
」
と
記
し
て
い

る（
10
）。

　

も
と
よ
り
、
ウ
ィ
ル
ダ
ー
ス
に
つ
い
て
い
え
ば
、
ド
イ
ツ
国
境
の
町
で
生
ま
れ
、
ド
イ
ツ
人
を
父
と
す
る
オ
ラ
ン
ダ
人
で
、
同
国
で
は
知

ら
れ
た
人
種
差
別
主
義
者
で
あ
る
。
事
実
、
そ
れ
が
ゆ
え
に
、
彼
自
身
が
一
連
の
挑
発
的
な
人
種
差
別
的
発
言
で
、
イ
ギ
リ
ス
か
ら
入
国
禁

止
措
置
を
得
る
ほ
ど
の
人
物
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
に
、
ウ
ィ
ル
ダ
ー
ス
に
た
い
す
る E

U
observer 

記
者
の
主
観
的
判
断
が
ど
う
で
あ
れ
、

イ
ギ
リ
ス
国
民
党
や
フ
ラ
ン
ス
の
国
民
戦
線
と
同
様
に
、
極
右
と
し
て
定
義
づ
け
る
こ
と
も
で
き
る
。

　

ま
た
欧
州
議
会
の
憲
法
問
題
委
員
会
に
属
し
、
後
述
す
る
極
右
の
締
め
出
し
を
明
ら
か
に
意
図
し
た
欧
州
議
会
議
院
規
則
の
改
正
に
報
告

責
任
者
と
し
て
活
躍
し
た
リ
チ
ャ
ー
ド
・
コ
ル
ベ
ッ
ト
（R

ichard C
orbett

）
前
欧
州
社
会
党
議
員（

10
）

は
、
欧
州
議
会
選
挙
直
後
の
二
〇
〇

九
年
六
月
一
三
日
付
の
自
身
の
ブ
ロ
グ
に
お
い
て
、
自
国
政
治
を
念
頭
に
置
き
、
右
翼
に
つ
い
て
は
、「
フ
ァ
シ
ス
ト
右
翼
」（fascist 

right

）、「
Ｅ
Ｕ
懐
疑
派
右
翼
」（eurosceptic right

）
と
分
類
し
て
い
る（

12
）。

前
者
に
は
Ｂ
Ｎ
Ｐ
、
後
者
に
は
Ｕ
Ｋ
Ｉ
Ｐ
を
入
れ
て
い
る
。

こ
れ
は
、
イ
ギ
リ
ス
人
が
受
け
入
れ
て
い
る
一
般
的
定
義
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

　

と
も
あ
れ
、
極
右
の
定
義
は
、
定
義
す
る
者
の
主
観
性
を
強
く
反
映
す
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
定
義
論
争
で
消
耗
し
な
い
た
め
に
、
そ
し
て
ま

た
議
論
を
拡
散
さ
せ
な
い
た
め
に
、
当
面
、
こ
こ
で
は
、
Ｅ
Ｕ
を
扱
う
が
ゆ
え
に
、
前
述
の
カ
ス
・
ム
デ
の
「
大
衆
迎
合
的
過
激
右
翼
政
党
」

と
い
う
分
類
や
、
コ
ル
ベ
ッ
ト
の
識
別
を
基
準
と
し
て
持
っ
て
お
き
た
い（

12
）。

　

Ｅ
Ｕ
の
進
展
を
阻
止
、
あ
る
い
は
現
状
維
持
に
と
ど
め
て
お
き
た
い
と
す
る
Ｅ
Ｕ
懐
疑
派
は
、
一
般
的
な
左
翼
や
、
中
道
右
派
の
中
に
も

存
在
す
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
中
道
右
派
と
区
別
し
、
排
他
的
民
族
主
義
、
ユ
ダ
ヤ
人
や
ア
ラ
ブ
人
や
イ
ス
ラ
ム
教
徒
な
ど
を
標
的
と
し
た
明
示

的
な
人
種
差
別
主
義
を
前
提
と
す
る
極
右
と
い
う
緩
や
か
な
定
義
を
与
え
て
お
く
こ
と
に
す
る
。

　

一
点
追
加
す
る
と
す
れ
ば
、
第
二
次
大
戦
前
の
極
右
と
戦
後
の
極
右
に
は
若
干
の
相
違
点
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、「
敵
」
と
す
る
対
象
の

　
（
一
九
一
）
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相
違
を
指
摘
で
き
る
。
す
な
わ
ち
、
フ
ァ
シ
ズ
ム
運
動
に
つ
い
て
言
え
ば
、
ロ
シ
ア
革
命
以
降
、
一
九
八
〇
年
代
ま
で
は
、
共
産
主
義
運
動

や
第
一
次
大
戦
後
の
い
わ
ゆ
る
ベ
ル
サ
イ
ユ
条
約
へ
の
反
動
を
特
色
と
し
て
い
る
。
他
方
、
戦
後
に
お
い
て
は
、
ソ
ビ
エ
ト
連
邦
が
崩
壊
し

て
以
降
は
、
よ
り
明
示
的
に
進
む
欧
州
統
合
運
動
か
ら
派
生
す
る
、
移
民
や
少
数
派
や
異
教
徒
の
流
入
を
理
由
と
し
て
、
彼
ら
を
明
示
的
か

否
か
に
か
か
か
わ
ら
ず
攻
撃
の
対
象
と
す
る
と
い
う
、
そ
れ
自
身
が
持
つ
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
と
い
う
よ
り
、
急
激
な
政
治
変
動
に
対
す
る
市
民

感
情
を
反
映
し
た
ポ
ピ
ュ
リ
ス
ト
的
な
政
治
的
反
動
思
想
と
い
う
側
面
を
多
分
に
も
つ
こ
と
を
付
記
し
て
お
く
。

　

な
お
こ
こ
で
扱
う
極
右
は
、
非
合
法
的
組
織
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
。
非
合
法
と
認
定
さ
れ
れ
ば
、
公
で
の
存
在
は
規
制
さ
れ
る
こ
と
に

な
り
、
そ
れ
が
ゆ
え
に
「
地
下
組
織
」
と
な
る
。
地
下
組
織
が
、
加
盟
国
ご
と
の
選
挙
区
に
お
い
て
、
欧
州
議
会
を
含
め
各
種
の
議
会
選
挙

を
公
然
と
戦
う
こ
と
は
あ
り
え
な
い
か
ら
で
あ
る
。

　

た
だ
し
、
イ
ギ
リ
ス
の
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
フ
ロ
ン
ト
（
国
民
戦
線
）
や
そ
の
分
派
と
し
て
位
置
づ
け
う
る
イ
ギ
リ
ス
国
民
党
や
、
フ
ラ
ン
ス

の
国
民
戦
線
は
、
個
別
的
事
案
で
、
こ
れ
ら
の
組
織
に
属
す
る
個
人
が
非
合
法
的
手
段
で
追
訴
さ
れ
て
い
る
事
実
は
多
数
あ
る
。
と
は
い
え
、

政
党
そ
れ
自
身
が
非
合
法
組
織
と
し
て
存
在
を
禁
止
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
つ
ま
り
、
結
社
と
政
治
活
動
が
非
合
法
と
し
て
規
制
の

対
象
と
な
っ
て
い
る
も
の
で
は
な
い
こ
と
も
記
し
て
お
き
た
い
。

⑵　

超
国
家
的
な
Ｅ
Ｕ
の
成
功
と
極
右
の
交
差
地
点

　

も
と
も
と
極
右
の
歴
史
は
古
く
、
第
二
次
大
戦
後
か
ら
形
を
明
確
に
し
た
Ｅ
Ｕ
よ
り
も
、
当
然
な
が
ら
遥
か
前
に
存
在
し
た
。
極
右
と
は
、

ち
ょ
う
ど
極
左
と
い
う
言
葉
と
同
じ
く
、
そ
の
名
が
示
す
よ
う
に
、
右
翼
を
基
準
と
し
、
更
に
右
翼
の
思
想
と
行
動
を
極
端
に
し
た
政
治
勢

力
と
し
て
存
在
し
て
き
た（

13
）。

　

二
〇
世
紀
に
限
定
し
て
い
え
ば（

14
）、

一
九
二
〇
年
代
に
、
極
右
の
代
名
詞
で
も
あ
る
フ
ァ
シ
ズ
ム
と
い
う
名
で
語
ら
れ
る
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
を

　
（
一
九
二
）
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持
つ
政
治
勢
力
と
そ
の
存
在
を
世
界
に
知
ら
せ
た
歴
史
を
持
っ
て
い
る
。
ち
な
み
に
フ
ァ
シ
ズ
ム
の
名
の
源
と
な
っ
て
い
る
イ
タ
リ
ア
の
フ

ァ
シ
ス
ト
党
は
「
全
国
フ
ァ
シ
ス
タ
党
」（P

artito N
azionale F

ascista

）
と
し
て
一
九
二
一
年
に
成
立
し
て
い
る（

15
）。

ま
た
ア
ド
ル
フ
・
ヒ

ト
ラ
ー
を
指
導
者
と
し
た
、「
国
家
社
会
主
義
ド
イ
ツ
労
働
者
党
」（N

SD
A

P

：N
ationalsozialistische D

eutsche A
rbeiterpartei

）
は

一
九
一
九
年
に
結
成
さ
れ
、
政
権
掌
握
は
一
九
三
三
年
で
あ
る
。

　

も
と
よ
り
こ
れ
ら
の
政
党
は
戦
後
解
体
さ
れ
、
た
と
え
ば
ド
イ
ツ
で
は
ナ
チ
ス
の
犯
罪
に
つ
い
て
は
訴
追
は
時
効
な
く
行
わ
れ
て
お
り
、

現
在
で
も
、
そ
の
ナ
チ
ス
の
シ
ン
ボ
ル
の
使
用
ま
で
非
合
法
と
し
て
厳
し
く
処
罰
さ
れ
て
い
る（

16
）。

　

そ
れ
ゆ
え
、
二
一
世
紀
に
あ
っ
て
大
戦
間
期
の
フ
ァ
シ
ズ
ム
と
同
一
の
思
想
と
行
動
を
と
る
政
党
は
、
合
法
的
に
は
存
在
し
な
い
。
し
か

し
、
こ
れ
を
思
想
的
に
容
認
し
、
あ
る
い
は
そ
の
悪
を
相
対
化
す
る
政
治
勢
力
は
存
在
し
て
い
る
。

　

た
と
え
ば
、交
通
事
故
死
し
た
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
ハ
イ
ダ
ー
の
自
由
党
党
首
は
「
ナ
チ
の
親
衛
隊
は
紳
士
的
で
あ
っ
た
」
と
い
う
ご
と
く
、

ナ
チ
ス
礼
賛
を
行
っ
た
こ
と
が
あ
る（

17
）。

そ
れ
ゆ
え
、
上
記
の
如
く
、
連
立
政
権
ま
で
組
み
、
Ｅ
Ｕ
政
治
に
進
出
を
許
し
た
オ
ー
ス
ト
リ
ア
政

府
に
た
い
し
て
す
べ
て
の
Ｅ
Ｕ
加
盟
国
は
制
裁
措
置
を
と
っ
た
。

　

戦
争
期
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
は
厳
し
く
規
制
さ
れ
て
き
た
が
、
そ
れ
は
欧
州
統
合
で
新
た
な
局
面
を
迎
え
る
。
第
二
次
大
戦
で
の
全
欧
規
模

で
の
戦
争
と
、
そ
れ
が
残
し
た
惨
禍
を
反
省
に
し
て
一
九
五
一
年
に
創
設
さ
れ
た
の
が
欧
州
石
炭
鉄
鋼
共
同
体
で
あ
り
、
Ｅ
Ｕ
は
そ
れ
を
基

礎
に
し
て
い
る
こ
と
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
五
〇
有
余
年
の
産
物
で
あ
る
。

　

フ
ァ
シ
ズ
ム
と
現
在
の
極
右
は
そ
れ
ぞ
れ
の
歴
史
を
も
ち
つ
つ
、
Ｅ
Ｕ
を
通
し
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
統
合
運
動
の
中
で
、
出
来
事
を
通
し
て
、

政
治
的
に
交
差
す
る
こ
と
に
な
る
。

　

一
つ
の
動
き
が
、
Ｅ
Ｕ
が
推
進
す
る
ヒ
ト
、
モ
ノ
、
カ
ネ
の
自
由
移
動
に
代
表
さ
れ
る
欧
州
統
合
が
必
然
的
に
も
た
ら
す
国
境
と
国
家
の

権
力
の
縮
減
と
い
う
現
象
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
れ
に
対
す
る
反
動
と
し
て
、
右
翼
を
極
端
化
し
た
政
治
勢
力
が
そ
の
本
質
と
し
て
生
来
的
に

　
（
一
九
三
）
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持
つ
排
外
主
義
的
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
顕
在
化
で
あ
る
。
Ｅ
Ｕ
の
組
織
原
理
は
、
跳
梁
跋
扈
し
、
国
家
さ
え
も
崩
壊
さ
せ
る
排
他
的
民
族
主
義

か
ら
の
離
脱
と
し
て
の
超
国
家
的
欧
州
の
形
成
に
あ
っ
た
こ
と
は
、
周
知
の
こ
と
で
あ
る
。

　

す
な
わ
ち
、
一
方
で
、
欧
州
統
合
の
国
境
を
越
え
る
思
想
と
行
動
と
、
他
方
で
極
右
の
思
想
と
行
動
が
交
差
し
激
し
く
ぶ
つ
か
り
合
う
政

治
舞
台
が
Ｅ
Ｕ
の
欧
州
議
会
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　

Ｅ
Ｕ
の
成
功
と
、
右
翼
も
し
く
は
極
右
の
台
頭
と
い
う
現
象
の
因
果
関
係
の
社
会
科
学
的
な
数
量
分
析
は
こ
れ
か
ら
の
研
究
に
待
た
れ

る
。⑶　

反
フ
ァ
シ
ズ
ム
運
動
と
し
て
の
欧
州
統
合

　

Ｅ
Ｕ
を
通
し
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
統
合
運
動
の
歴
史
に
目
を
向
け
れ
ば
、
欧
州
で
は
、
ワ
イ
マ
ー
後
期
の
ド
イ
ツ
や
、
イ
タ
リ
ア
に
お
い
て
、

一
九
二
〇
年
代
か
ら
急
激
に
高
ま
っ
た
排
外
主
義
的
政
治
運
動
の
究
極
た
る
ナ
チ
ス
や
フ
ァ
シ
ス
ト
党
と
そ
の
跋
扈
跳
梁
と
、
結
果
と
し
て

の
欧
州
諸
国
間
の
戦
争
と
大
惨
禍
、
そ
し
て
戦
勝
国
も
戦
敗
国
も
総
力
戦
の
中
で
、
灰
塵
と
化
し
、
そ
の
焦
土
の
中
か
ら
、
排
外
主
義
と
侵

略
戦
争
の
反
省
に
立
っ
て
、
新
た
な
平
和
運
動
を
開
始
し
た
。

　

そ
れ
は
、
国
境
の
壁
を
漸
次
的
に
低
め
、
国
境
を
な
く
す
単
一
の
欧
州
、
つ
ま
り
欧
州
統
合
運
動
と
し
て
展
開
さ
れ
、
そ
の
政
治
的
装
置

と
し
て
、
欧
州
石
炭
鉄
鋼
共
同
体
が
、
そ
し
て
そ
れ
を
受
け
継
ぐ
、
Ｅ
Ｃ
が
形
成
さ
れ
、
一
九
九
三
年
か
ら
は
Ｅ
Ｕ
と
名
を
改
め
、
今
日
に

至
っ
て
い
る
。

　

実
際
、
戦
後
六
〇
年
を
経
て
、
Ｅ
Ｕ
を
そ
の
手
段
と
し
て
進
め
ら
れ
た
欧
州
統
合
運
動
は
大
き
な
成
果
を
も
た
ら
し
た
。
欧
州
の
近
代
政

治
を
決
定
付
け
た
独
仏
の
確
執
と
普
仏
戦
争
か
ら
三
度
に
わ
た
る
欧
州
全
土
を
巻
き
込
ん
だ
戦
争
は
、
す
く
な
く
と
も
完
全
に
そ
の
可
能
性

は
除
去
さ
れ
た
。

　
（
一
九
四
）



極
右
へ
の
欧
州
議
会
の
対
応

 

一
九
五

同
志
社
法
学　

六
三
巻
一
号

　

欧
州
石
炭
鉄
鋼
共
同
体
か
ら
欧
州
同
盟
（
Ｅ
Ｕ
）
に
い
た
る
欧
州
統
合
の
政
治
組
織
の
目
的
は
、
な
に
よ
り
、
二
度
の
世
界
大
戦
を
導
い

た
、
狭
隘
な
民
族
主
義
を
非
と
し
、
欧
州
の
民
族
の
平
等
と
敬
意
と
尊
敬
を
前
提
と
し
た
統
合
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
れ
を
具
体
化
す
る
思
想

が
、
ヒ
ト
モ
ノ
カ
ネ
の
自
由
な
移
動
を
確
保
す
る
各
種
の
政
策
で
あ
る
。
事
実
欧
州
石
炭
鉄
鋼
共
同
体
条
約
の
前
文
は
Ｅ
Ｕ
に
継
承
さ
れ
る

そ
の
組
織
の
目
的
に
つ
い
て
、
四
点
を
掲
げ
て
い
る
。

　

ま
ず
な
に
よ
り
も
大
量
破
壊
と
大
量
殺
戮
を
も
た
ら
し
た
第
二
次
大
戦
に
対
す
る
強
い
自
省
の
念
で
あ
る
。
そ
の
戦
争
を
「
血
な
ま
ぐ
さ

い
紛
争
」
で
あ
り
、
多
年
に
わ
た
り
、
欧
州
の
諸
民
族
を
分
割
し
て
き
た
と
総
括
し
て
い
る
。
第
二
に
そ
の
歴
史
的
反
省
に
立
ち
、
こ
れ
を

乗
り
越
え
る
欧
州
を
必
要
と
し
て
い
る
こ
と
、
そ
れ
は
「
運
命
共
同
体
」
あ
る
べ
き
と
す
る
。
第
三
に
そ
し
て
運
命
共
同
体
と
し
て
の
欧
州

を
達
成
す
る
た
め
に
は
、「
単
一
の
経
済
共
同
体
」
が
必
要
で
あ
る
と
す
る
。
第
四
に
そ
の
達
成
過
程
と
し
て
欧
州
石
炭
鉄
鋼
共
同
体
を
位

置
づ
け
て
い
る
こ
と
、
こ
の
四
点
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
単
一
の
経
済
共
同
体
、
し
か
も
運
命
共
同
体
の
形
成
は
、
そ
の
目
的
と
し
て
市
場
統
合
を
掲
げ
て
い
た
。
単
一
の
共
同
体

は
、
す
な
わ
ち
ヒ
ト
、
モ
ノ
、
カ
ネ
が
自
由
移
動
す
る
空
間
の
創
出
に
よ
る
欧
州
統
合
を
推
進
す
る
組
織
で
あ
る
。
Ｅ
Ｕ
が
掲
げ
る
国
境
を

越
え
た
ヒ
ト
、
モ
ノ
、
カ
ネ
の
動
き
が
Ｅ
Ｕ
加
盟
国
の
国
家
主
権
の
せ
め
ぎ
あ
い
と
い
う
政
治
過
程
を
通
し
て
六
〇
年
余
に
わ
た
っ
て
、
実

践
さ
れ
て
き
た
。
そ
れ
が
欧
州
の
姿
で
あ
る
。

　

実
際
、「
ミ
ス
タ
ー
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
」
と
い
う
あ
だ
名
で
有
名
と
な
っ
た
ジ
ャ
ッ
ク
・
ド
ロ
ー
ル
欧
州
委
員
長
の
下
で
、
単
一
欧
州
議
定
書

は
一
九
九
二
年
末
ま
で
に
二
八
〇
余
の
法
律
を
も
っ
て
、
国
境
ご
と
に
分
か
れ
て
い
る
市
場
を
開
放
し
、
統
合
を
進
め
る
戦
略
が
と
ら
れ
た
。

以
降
、
ヒ
ト
モ
ノ
カ
ネ
の
大
規
模
な
国
境
を
超
え
た
移
動
は
大
い
に
進
み
つ
つ
あ
る
。
も
と
よ
り
、
ヒ
ト
、
モ
ノ
、
カ
ネ
の
自
由
移
動
は
、

善
良
な
市
民
、
き
れ
い
な
カ
ネ
、
そ
し
て
安
全
な
モ
ノ
が
動
く
だ
け
で
は
な
い
。
国
家
を
超
え
た
広
域
犯
罪
、
ポ
ル
ノ
、
銃
器
、
売
買
春
、

人
身
売
買
ま
で
も
引
き
起
こ
す
。
し
か
も
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
い
っ
て
も
、
域
内
で
も
言
語
、
歴
史
、
習
俗
、
文
化
の
相
違
を
抱
え
て
、
さ
ら
に

　
（
一
九
五
）
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ま
た
「
西
欧
列
強
」
と
呼
称
さ
れ
て
い
た
帝
国
主
義
の
時
代
の
植
民
地
宗
主
国
と
い
う
歴
史
的
な
背
景
を
え
て
、
ア
フ
リ
カ
や
中
東
に
隣
接

す
る
外
部
か
ら
、
イ
ス
ラ
ム
を
含
み
非
キ
リ
ス
ト
教
的
な
人
々
が
流
入
す
る
。

　

広
域
化
す
る
各
種
の
犯
罪
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
を
取
り
締
ま
る
べ
く
、
必
然
的
に
、
Ｅ
Ｕ
レ
ベ
ル
で
の
対
応
も
進
み
、
共
通
ビ
ザ
、
共
通

逮
捕
状
の
導
入
も
徐
々
に
実
現
さ
れ
つ
つ
あ
り
、そ
し
て
そ
れ
を
実
践
す
る
「
欧
州
警
察
機
関
」（
ユ
ー
ロ
ポ
ー
ル
）、「
欧
州
検
察
機
関
」（
ジ

ュ
ー
ロ
ジ
ュ
ス
ト
）
な
ど
の
機
関
も
形
成
さ
れ
る
に
い
た
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
長
期
的
に
は
米
国
の
Ｆ
Ｂ
Ｉ
の
よ
う
な
発
展
を
遂
げ
て
い
く

も
の
と
思
わ
れ
る
。
ソ
連
と
旧
共
産
圏
諸
国
の
政
治
体
制
の
崩
壊
も
人
の
自
由
移
動
を
加
速
化
し
、
極
右
の
活
動
の
激
化
を
招
い
た
。

　

実
際
、
Ｅ
Ｕ
の
発
展
は
ソ
連
の
崩
壊
に
よ
り
そ
の
受
け
皿
と
し
て
機
能
し
、
欧
州
統
合
は
、
加
速
し
た
。
二
〇
〇
四
年
に
は
、
旧
ソ
連
圏

を
構
成
し
て
い
た
チ
ェ
コ
、
ス
ロ
バ
キ
ア
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
は
も
と
よ
り
、
ブ
ル
ガ
リ
ア
、
ル
ー
マ
ニ
ア
に
ま
で
Ｅ
Ｕ
拡
大
が

進
ん
だ
。
こ
れ
に
よ
り
域
内
間
経
済
格
差
は
一
人
当
た
り
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
で
は
Ｅ
Ｅ
Ｃ
結
成
当
時
、
も
っ
と
も
豊
か
な
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
グ
と
イ
タ

リ
ア
が
一
対
四
で
あ
っ
た
が
、
現
在
で
は
、
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
グ
と
ブ
ル
ガ
リ
ア
で
は
一
対
一
五
と
拡
大
し
て
い
る
。

　

こ
れ
に
加
え
て
記
憶
さ
れ
る
べ
き
は
、
Ｅ
Ｕ
統
合
が
単
に
数
の
統
合
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、
加
盟
国
法
の
上
位
に
存
在
す
る
Ｅ
Ｕ
法
と

い
う
欧
州
統
合
が
進
め
る
法
的
重
要
性
を
理
解
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。

　

Ｅ
Ｕ
立
法
と
Ｅ
Ｕ
法
を
制
定
す
る
立
法
権
者
と
し
て
の
欧
州
議
会
の
存
在
の
高
ま
り
を
認
識
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。
Ｅ
Ｕ
加
盟
と
は
国

連
の
加
盟
と
は
質
的
に
も
異
な
る
。

　

い
わ
ゆ
る
数
十
万
頁
と
い
わ
れ
る
Ｅ
Ｕ
の
法
令
集
と
政
治
的
決
議
も
含
め
た
い
わ
ゆ
る
「
ア
キ
・
コ
ミ
ュ
ノ
テ
ー
ル
」（
Ｅ
Ｕ
法
の
獲
得
物
）

を
過
渡
期
間
の
設
定
は
あ
り
な
が
ら
、
基
本
的
に
民
主
主
義
、
法
の
支
配
、
人
権
と
い
っ
た
普
遍
的
原
則
は
当
然
の
こ
と
と
し
て
、
加
盟
国

は
Ｅ
Ｕ
が
六
〇
年
余
り
に
わ
た
り
形
成
し
て
来
た
法
を
す
べ
て
受
け
入
れ
る
と
い
う
こ
と
を
要
求
さ
れ
る
。
北
朝
鮮
で
も
加
盟
国
で
あ
る
国

連
加
盟
と
は
質
が
異
な
る
。
ま
た
欧
州
委
員
会
は
人
権
に
対
す
る
違
反
に
目
を
光
ら
せ
て
い
る
の
は
Ｅ
Ｕ
条
約
上
の
根
拠
を
も
つ
が
故
に
で

　
（
一
九
六
）
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あ
る
。

　

す
な
わ
ち
、
極
右
政
党
も
Ｅ
Ｕ
レ
ベ
ル
で
、
こ
う
し
た
Ｅ
Ｕ
準
則
と
の
整
合
性
を
あ
ら
ゆ
る
局
面
に
お
い
て
求
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。

第
3
章　

リ
ス
ボ
ン
条
約
と
欧
州
議
会
お
よ
び
欧
州
政
党

⑴　

欧
州
議
会
の
権
限

　

Ｅ
Ｕ
レ
ベ
ル
で
の
極
右
の
動
き
は
、
欧
州
議
会
レ
ベ
ル
で
の
欧
州
政
党
と
連
動
し
て
い
る
。
加
盟
国
の
政
治
を
み
て
い
る
だ
け
で
は
、
加

盟
国
自
身
の
政
治
も
十
分
把
握
で
き
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
国
内
政
治
が
Ｅ
Ｕ
レ
ベ
ル
で
の
法
の
調
和
と
い
う
こ
と
で
、
時
に
憲
法
改
正
も
迫

ら
れ
、
Ｅ
Ｕ
政
治
の
影
響
や
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
統
合
運
動
の
作
用
を
大
き
く
受
け
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
Ｅ
Ｕ
政
治
で
起
き
て
い
る
こ
と
は
、
加

盟
国
政
治
に
も
影
響
を
及
ぼ
す
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
欧
州
議
会
が
重
要
に
な
れ
ば
テ
レ
ビ
カ
メ
ラ
も
入
り
、
Ｅ
Ｕ
政
治
で
の
著
名
な
政
治

家
が
、
国
内
政
治
で
も
重
要
な
役
割
を
果
た
す
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
Ｅ
Ｕ
レ
ベ
ル
で
の
極
右
の
問
題
を
考
え
る
場
合
、
欧
州

議
会
と
欧
州
政
党
の
機
能
を
見
て
お
く
必
要
が
あ
る
。

　

特
に
、
欧
州
石
炭
鉄
鋼
共
同
体
の
創
設
以
降
、
欧
州
統
合
の
目
覚
し
い
発
展
と
平
行
し
、
相
応
し
て
、
Ｅ
Ｕ
で
は
加
盟
国
の
主
権
の
大
規

模
な
譲
渡
を
担
保
す
る
も
の
と
し
て
、
欧
州
議
会
の
権
限
の
拡
大
が
進
ん
で
い
る
。

　

欧
州
議
会
は
主
要
機
関
と
し
て
は
、
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
が
、
Ｅ
Ｕ
条
約
（
現
行
Ｅ
Ｕ
条
約
は
二
〇
〇
九
年
一
二
月
に
発
効
し
た
リ

ス
ボ
ン
条
約
で
あ
る
）
で
は
主
要
機
関
に
つ
い
て
条
文
を
置
い
て
い
る
が
、
冒
頭
は
、
Ｅ
Ｕ
の
最
高
意
思
決
定
機
関
で
あ
る
欧
州
理
事
会
で

は
な
く
、
欧
州
議
会
で
あ
る
。
Ｅ
Ｕ
加
盟
国
の
憲
法
で
も
自
国
議
会
か
ら
始
ま
る
の
が
、
通
例
で
あ
る
。
ち
な
み
に
わ
が
国
も
、
機
関
に
つ

い
て
は
、
国
権
の
最
高
機
関
と
し
て
位
置
づ
け
を
も
つ
国
会
か
ら
始
ま
る
。

　
（
一
九
七
）
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Ｅ
Ｕ
に
お
け
る
代
表
民
主
主
義
を
具
体
化
す
る
の
は
、
欧
州
議
会
で
あ
る
が
、
さ
ら
に
そ
れ
を
実
体
化
す
る
の
が
欧
州
政
党
で
あ
る
。
欧

州
政
党
に
つ
い
て
は
、
一
九
九
三
年
の
マ
ー
ス
ト
リ
ヒ
ト
条
約
で
、
初
め
て
欧
州
政
党
の
重
要
性
に
つ
い
て
明
記
さ
れ
た
。
ま
た
二
〇
〇
九

年
一
二
月
に
発
効
し
た
リ
ス
ボ
ン
条
約
（
現
行
Ｅ
Ｕ
条
約
）
で
は
、理
事
会
と
と
も
に
「
共
同
立
法
権
者
」
と
し
て
の
地
位
も
明
記
さ
れ
た
。

　

現
行
Ｅ
Ｕ
条
約
で
あ
る
リ
ス
ボ
ン
条
約
で
は
欧
州
議
会
の
機
能
に
つ
い
て
、
具
体
的
に
は
、
Ⅱ
編
「
民
主
主
義
原
則
に
関
す
る
規
定
」
一

〇
条
で
、
四
つ
の
項
で
以
下
の
よ
う
に
規
定
し
て
い
る
。

　

極
右
の
Ｅ
Ｕ
内
に
お
け
る
位
相
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

1
．
Ｅ
Ｕ
（
欧
州
同
盟
）
の
運
営
は
、
代
表
制
民
主
主
義
に
基
づ
く
。

2
．
市
民
は
、
欧
州
議
会
に
お
い
て
同
盟
レ
ベ
ル
で
直
接
代
表
さ
れ
る
。

　

加
盟
国
は
、
加
盟
国
の
国
家
ま
た
は
政
府
首
脳
に
よ
る
欧
州
理
事
会
お
よ
び
加
盟
国
政
府
に
よ
る
理
事
会
に
お
い
て
代
表
さ
れ
、
加
盟
国

議
会
も
し
く
は
国
民
に
民
主
主
義
に
基
づ
く
責
任
を
も
つ
。

3
．
各
市
民
は
、
同
盟
の
民
主
主
義
に
基
づ
く
営
為
に
参
加
す
る
権
利
を
有
す
る
。
諸
決
定
は
、
市
民
に
可
能
な
限
り
公
開
さ
れ
、
な
お
か

つ
可
能
な
限
り
近
く
で
な
さ
れ
る
。

4
．
欧
州
レ
ベ
ル
の
政
党
は
、
欧
州
の
政
治
意
識
を
形
成
し
、
同
盟
の
市
民
の
意
志
を
表
明
す
る
こ
と
に
寄
与
す
る
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
欧
州
議
会
は
、
Ｅ
Ｕ
政
治
に
お
け
る
代
表
民
主
制
の
要
（
か
な
め
）
と
し
て
存
在
し
「
欧
州
市
民
は
Ｅ
Ｕ
で
は
欧
州
議

会
に
お
い
て
代
表
さ
れ
る
」
よ
う
に
機
能
す
る
と
し
て
い
る
。

　

そ
れ
ゆ
え
、
多
様
な
欧
州
市
民
の
利
益
を
代
表
す
る
の
が
欧
州
議
会
で
あ
る
。
言
い
換
え
れ
ば
、
合
法
的
で
あ
れ
ば
、
極
右
の
進
出
も
、

欧
州
市
民
の
支
持
が
あ
れ
ば
、
可
能
で
あ
る
。

　

な
お
、
こ
の
欧
州
政
党
を
規
定
し
た
条
文
に
つ
い
て
は
、
一
九
九
三
年
に
発
効
し
た
Ｅ
Ｕ
条
約
（
マ
ー
ス
ト
リ
ヒ
ト
条
約
）
の
交
渉
の
最

　
（
一
九
八
）
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終
段
階
で
、
統
合
推
進
派
に
よ
っ
て
、
Ｅ
Ｕ
条
約
第
一
三
八
a
条
と
し
て
、
付
加
さ
れ
た
重
要
な
規
定
で
、
そ
れ
が
受
け
継
が
れ
て
い
る
。

⑵　

欧
州
議
会
に
お
け
る
院
内
会
派

　

Ｅ
Ｕ
が
、
加
盟
国
で
の
政
治
が
政
党
政
治
を
通
し
、
代
表
民
主
主
義
発
展
と
し
て
発
展
し
て
来
た
と
同
様
に
、
欧
州
議
会
が
同
じ
く
代
表

民
主
主
義
と
し
て
機
能
し
て
い
る
こ
と
は
、
拙
著
『
欧
州
議
会
と
欧
州
統
合
』（
成
文
堂
二
〇
〇
四
年
）
で
捕
捉
、
分
析
し
た
。
実
際
、
Ｅ

Ｕ
レ
ベ
ル
の
政
治
に
お
い
て
、
実
に
多
様
な
市
民
の
声
が
反
映
さ
れ
て
い
る
。

　

Ｅ
Ｕ
で
は
キ
リ
ス
ト
教
民
主
主
義
に
立
つ
中
道
右
派
の
欧
州
人
民
党
、
中
道
左
派
を
代
表
す
る
欧
州
社
会
党
（
新
会
派
名
、
欧
州
社
会
民

主
同
盟
）。
そ
し
て
自
由
民
主
主
義
を
標
榜
す
る
欧
州
自
由
民
主
改
革
党
。
そ
し
て
こ
の
三
大
政
党
が
議
席
の
七
割
強
を
確
保
し
て
い
る
。

だ
が
、
近
年
反
移
民
を
唱
え
る
極
右
の
欧
州
議
会
進
出
も
顕
著
に
な
っ
て
い
る
。
欧
州
政
党
は
、
欧
州
石
炭
鉄
鋼
共
同
体
時
に
自
然
発
生
し

た
と
い
は
い
え
、
最
初
か
ら
現
在
の
よ
う
に
機
能
し
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
。
何
よ
り
欧
州
石
炭
鉄
鋼
共
同
体
で
は
「
共
同
総
会
」
と
い
う

名
に
体
現
さ
れ
る
よ
う
に
、「
総
会
」
で
あ
り
議
会
で
は
な
か
っ
た
。
欧
州
統
合
の
日
々
の
実
践
の
中
で
、
形
成
さ
れ
て
き
た
の
が
欧
州
政

党
で
あ
っ
た
。

　

欧
州
議
会
を
実
体
化
す
る
も
の
は
、
欧
州
政
党
で
あ
る
。
欧
州
政
党
に
つ
い
て
は
、
欧
州
議
会
議
院
規
則（

18
）に

よ
り
、
そ
の
結
成
要
件
及
び
、

そ
の
行
動
規
範
が
規
定
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
議
院
規
則
は
全
体
で
一
三
編
（T

itle

）
に
分
か
れ
た
二
一
六
か
条
か
ら
な
り
、
こ
れ
に
二
〇

の
付
則
が
あ
る
。
わ
が
国
で
言
う
国
会
法
及
び
衆
参
両
院
規
則
に
相
当
し
、
憲
法
付
属
の
法
と
位
置
づ
け
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
二
〇
〇
九

年
九
月
現
在
、
欧
州
議
会
は
議
会
制
民
主
主
義
の
要
と
し
て
、
七
三
六
名
の
議
員
を
擁
し
、
七
つ
の
欧
州
政
党
を
そ
の
主
体
と
し
て
代
表
民

主
主
義
に
立
脚
す
る
政
党
政
治
を
展
開
し
て
い
る
。

　

欧
州
議
会
内
の
欧
州
政
党
の
勢
力
分
野
別
に
い
え
ば
、
欧
州
人
民
党
（
英
文
略
記
Ｅ
Ｐ
Ｐ
、
議
席
二
六
五
）、
欧
州
社
会
民
主
同
盟
（
Ｓ

　
（
一
九
九
）
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＆
Ｄ
一
八
四
／
旧
欧
州
社
会
党
）、
欧
州
自
由
民
主
連
盟
（
Ａ
Ｌ
Ｄ
Ｅ
八
四
）、
欧
州
緑
の
党
・
自
由
連
盟
（
Ｇ
ｒ
ｅ
ｅ
ｎ
ｓ－

Ｅ
Ｆ
Ａ
五
五
）、

欧
州
保
守
改
革
（
Ｅ
Ｃ
Ｒ
五
四
）、
欧
州
統
一
左
翼
・
北
欧
緑
の
左
派
連
盟
Ｇ
Ｕ
Ｅ
―
Ｎ
Ｇ
Ｌ
三
五
）、
自
由
民
主
主
義
の
欧
州
（
Ｅ
Ｆ
Ｄ
三

二
）、
無
所
属
（
Ｎ
Ｉ
二
七
）。
す
な
わ
ち
、
七
会
派
と
無
所
属
で
あ
る
。

第
4
章　

欧
州
政
党
を
規
律
す
る
欧
州
議
会
議
院
規
則

⑴　

欧
州
政
党
形
成
要
件

　

欧
州
議
会
を
実
体
化
す
る
の
は
欧
州
政
党
で
あ
る
と
書
い
た
が
、
欧
州
政
党
は
代
表
民
主
主
義
を
体
現
す
る
欧
州
議
会
に
あ
っ
て
、
国
家

の
議
会
は
選
挙
を
通
し
て
国
民
の
意
思
を
代
表
す
る
の
と
同
様
に
、
同
様
に
、
欧
州
議
会
議
員
は
欧
州
政
党
に
属
し
、
欧
州
政
党
の
中
で
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
市
民
と
Ｅ
Ｕ
を
つ
な
ぐ
大
き
な
役
割
を
担
う
。

　

欧
州
政
党
の
形
成
要
件
を
明
記
し
て
い
る
の
は
、
欧
州
議
会
議
院
規
則
で
、
一
一
年
前
の
一
九
九
九
年
六
月
刊
の
第
一
四
版
で
は
五
章 

政
党
二
九
条 

政
党
の
結
成
で
、
以
下
で
あ
る
。
な
お
欧
州
議
会
議
院
規
則
は
Ｅ
Ｕ
設
立
条
約
を
法
源
と
す
る
派
生
法
で
あ
り
、
規
則
が
い

う
「
政
党
」
の
英
語
表
記
は
「
政
治
集
団
」（P

olitical G
roup

）
で
あ
る
。
だ
が
憲
法
的
位
置
づ
け
を
持
つ
Ｅ
Ｕ
設
立
条
約
（
マ
ー
ス
ト

リ
ヒ
ト
条
約
）
を
含
め
、
Ｅ
Ｕ
の
代
表
民
主
主
義
を
扱
っ
た
個
所
で
は
欧
州
政
党
と
規
定
し
て
い
る
。
事
実
、
改
正
Ｅ
Ｕ
条
約
で
あ
る
リ
ス

ボ
ン
条
約
は P

olitical parties at E
uropean level contribute to form

ing E
uropean political aw

areness and to expressing the 

w
ill of citizens of the U

nion.

と
し
て
い
る
。
こ
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
は
漠
然
と
し
て
い
る
が
、
Ｅ
Ｕ
で
の
代
表
民
主
主
義
を
代
表
す
る

の
が
欧
州
議
会
で
あ
る
と
規
定
し
て
い
る
こ
と
か
ら
み
れ
ば
、
そ
の
機
能
は
政
治
的
に
も
、
政
党
（
会
派
）
を
離
れ
て
は
な
い
。
そ
れ
ゆ
え

政
党
も
し
く
は
院
内
会
派
と
す
る
。

　
（
二
〇
〇
）
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1
．議
員
は
、
そ
の
政
治
的
帰
属
感
に
し
た
が
い
、
政
党
を
結
成
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
2
．一
つ
の
政
党
は
、
二
つ
以
上
の
加
盟
国
か

ら
の
議
員
を
含
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
結
成
に
必
要
な
最
小
の
議
員
数
は
、
二
カ
国
で
は
二
三
名
、
三
カ
国
で
は
一
八
名
、
四
カ
国

以
上
で
は
一
四
名
と
す
る
。
3
．一
名
の
議
員
が
複
数
の
政
党
に
所
属
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
4
．議
長
は
、
政
党
が
設
立
さ
れ
る
時
期

を
宣
言
に
て
告
知
す
る
。
こ
の
宣
言
は
、
政
党
名
、
そ
の
構
成
員
お
よ
び
事
務
局
を
明
示
す
る
。
5
．こ
の
声
明
は
、
欧
州
共
同
体
の
官
報

に
お
い
て
公
表
さ
れ
る（

19
）。

　

欧
州
議
会
の
議
院
規
則
の
欧
州
政
党
形
成
要
件
は
改
正
の
た
び
に
、
国
家
と
い
う
単
位
を
希
釈
す
る
よ
う
に
厳
格
化
さ
れ
つ
つ
あ
る
。
右

記
の
一
九
九
九
年
の
規
定
で
は
、
二
カ
国
以
上
か
ら
始
ま
っ
て
い
る
。
だ
が
、
そ
れ
以
前
は
イ
タ
リ
ア
の
「
フ
ォ
ル
ツ
ア
・
イ
タ
リ
ア
」
が

「
フ
ォ
ル
ツ
ア
・
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
」
と
名
前
を
変
え
て
、
単
独
で
欧
州
議
会
に
欧
州
政
党
を
形
成
し
て
乗
り
込
ん
だ
過
去
も
あ
る
。

　

国
家
単
独
の
欧
州
政
党
は
欧
州
政
党
で
は
な
い
と
い
う
認
識
を
強
め
、
そ
れ
に
よ
り
一
九
九
九
年
の
上
述
の
規
則
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
改

正
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
後
、
Ｅ
Ｕ
の
加
盟
国
の
増
大
に
相
応
し
て
、
政
党
の
要
件
で
国
家
の
数
は
五
分
の
一
か
ら
二
〇
〇
九
年
に
は
四
分
の

一
と
さ
ら
に
厳
格
化
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
の
変
更
は
Ｅ
Ｕ
で
は
国
家
を
基
礎
と
し
て
い
る
の
で
は
な
く
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
全
体
の
利
益
に
合
致
す
べ
き
存
在
と
し
て
Ｅ
Ｕ
と
そ
の
議

会
で
あ
る
欧
州
議
会
を
捉
え
る
思
想
を
反
映
し
て
い
る
と
い
え
る
。

　

特
に
近
年
の
欧
州
政
党
形
成
要
件
の
厳
格
化
は
、
同
時
に
極
右
政
党
の
封
じ
込
め
と
い
う
意
味
も
あ
る
。

　

排
他
主
義
的
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
は
Ｅ
Ｕ
の
理
念
と
は
合
致
し
な
い
。
代
表
民
主
制
を
志
向
す
る
欧
州
議
会
に
あ
っ
て
統
合
推
進
政
党
か
ら
成

る
主
流
派
は
Ｅ
Ｕ
の
理
念
に
反
す
る
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
を
も
つ
極
右
政
党
を
締
め
出
そ
う
と
し
て
い
る
。
も
っ
と
も
有
効
な
手
段
は
、
欧
州
議

会
を
実
体
化
さ
せ
る
議
院
規
則
の
欧
州
政
党
形
成
要
件
を
厳
し
く
す
る
こ
と
で
あ
る
。

　

実
際
、
欧
州
議
会
は
そ
の
よ
う
に
し
て
、
排
外
主
義
政
党
の
進
出
を
阻
止
し
て
来
た
。
欧
州
議
会
で
は
欧
州
政
党
を
基
軸
に
し
て
、
代
表

　
（
二
〇
一
）
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民
主
主
義
を
具
現
化
し
て
い
る
。
欧
州
政
党
と
い
う
地
位
を
も
た
な
い
限
り
、
政
党
助
成
金
も
、
発
言
時
間
も
、
常
設
委
員
会
の
議
長
（
委

員
長
）
ポ
ス
ト
で
も
支
障
を
き
た
す
。
欧
州
議
会
で
会
派
形
成
が
で
き
な
い
限
り
、
無
所
属
と
し
て
個
別
分
断
化
で
き
、
無
力
化
で
き
る
か

ら
で
あ
る
。

⑵　

欧
州
政
党
へ
の
公
的
助
成

　

欧
州
政
党
の
行
動
様
式
に
つ
い
て
は
、
欧
州
議
会
議
院
規
則
で
規
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
述
べ
た
が
、
こ
れ
と
連
動
す
る
形
で
、
公
的
助

成
が
立
法
化
さ
れ
て
い
る
。
ち
な
み
に
、
政
党
助
成
に
つ
い
て
も
当
初
か
ら
存
在
し
た
わ
け
で
な
く
、
欧
州
議
会
の
予
算
か
ら
院
内
会
派
を

通
し
て
無
原
則
に
流
用
さ
れ
て
お
り
、
問
題
視
さ
れ
て
き
た
。
そ
の
た
め
、
二
〇
〇
三
年
に
欧
州
議
会
は
公
的
助
成
を
法
制
化
し
た
。

　

そ
れ
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
レ
ベ
ル
に
お
け
る
政
党
を
規
律
す
る
規
制
及
び
そ
の
資
金
に
つ
い
て
の
規
範
に
関
す
る
二
〇
〇
三
年
一
一
月
四
日
の

欧
州
議
会
及
び
閣
僚
理
事
会
に
よ
る
規
則
（
Ｅ
Ｃ
）
第
二
〇
〇
四
／
二
〇
〇
三
号
で
あ
る
。

　

R
E

G
U

L
A

T
IO

N

（E
C

）N
o 2004/2003 O

F
 T

H
E

 E
U

R
O

P
E

A
N

 PA
R

L
IA

M
E

N
T

 A
N

D
 O

F
 T

H
E

 C
O

U
N

C
IL

 of 4 N
ovem

ber 2003 

on the regulations governing political parties at E
uropean level and the rules regarding their funding

で
あ
る
。

　

ま
た
こ
の
規
則
を
実
施
す
る
細
則
と
し
て
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
レ
ベ
ル
に
お
け
る
政
党
を
規
律
す
る
規
制
及
び
そ
の
資
金
に
つ
い
て
の
規
範
に

関
す
る
欧
州
議
会
及
び
閣
僚
理
事
会
に
よ
る
規
則
（
Ｅ
Ｃ
）
第
二
〇
〇
四
／
二
〇
〇
三
号
を
実
施
す
る
手
続
を
規
定
し
た
二
〇
〇
四
年
三
月

二
九
日
の
欧
州
議
会
ビ
ュ
ー
ロ
（
理
事
部
）
決
定
」
が
あ
る
。
原
表
記
は
以
下
で
あ
る
。

　

D
E

C
ISIO

N
 O

F
 T

H
E

 B
U

R
E

A
U

 O
F

 T
H

E
 E

U
R

O
P

E
A

N
 PA

R
L

IA
M

E
N

T
 of 29 M

arch 2004 laying dow
n the procedures for 

im
p

lem
en

tin
g R

egu
lation

（E
C

）N
o 2004/2003 of th

e E
u

rop
ean

 P
arliam

en
t an

d
 of th

e C
ou

n
cil on

 th
e R

egu
lation

s 

governing political parties at E
uropean level and the rules regarding their funding

（2004/C155/01

）
が
制
定
。
こ
れ
に
つ
い

　
（
二
〇
二
）
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て
は
国
立
国
会
図
書
館
調
査
及
び
立
法
考
査
局
の
間
柴
泰
治
の
労
作
が
あ
る（

20
）。

　

政
党
助
成
の
対
象
に
な
る
欧
州
政
党
は
、
一
、
加
盟
国
が
本
拠
地
が
あ
り
、
法
人
格
を
得
て
い
る
こ
と
、
二
、
七
加
盟
国
に
お
い
て
欧
州

議
会
も
し
く
は
加
盟
国
議
会
で
議
席
を
有
し
て
い
る
か
、
欧
州
議
会
選
で
三
％
の
票
を
得
て
い
る
こ
と
、
三
、
民
主
主
義
や
人
権
な
ど
Ｅ
Ｕ

の
基
本
原
則
を
順
守
す
る
こ
と
、
四
、
欧
州
議
会
に
進
出
す
る
意
図
を
持
っ
て
い
る
こ
と
。

　

す
な
わ
ち
、
欧
州
政
党
は
必
ず
し
も
欧
州
議
会
に
議
席
を
有
し
て
い
る
こ
と
が
条
件
で
は
な
い
が
、
欧
州
議
会
進
出
を
意
図
し
て
い
る
こ

と
が
注
意
さ
れ
る
べ
き
あ
る
。
つ
ま
り
、
欧
州
議
会
に
議
席
を
持
た
ず
と
も
、
理
論
的
に
は
、
公
的
助
成
は
申
請
で
き
る
こ
と
で
あ
る
。
規

則
は
、
総
額
を
明
示
し
て
は
い
な
い
が
、
間
柴
に
よ
れ
ば
、
二
〇
〇
六
年
の
Ｅ
Ｕ
予
算
案
で
は
八
五
九
万
四
〇
〇
〇
ユ
ー
ロ
と
な
っ
て
い
る
。

な
お
配
分
比
も
、
定
め
ら
れ
て
お
り
、
政
党
形
成
に
よ
り
、
一
〇
〇
万
ユ
ー
ロ
（
一
三
億
円
）
の
政
党
助
成
金
が
支
出
さ
れ
る
。

第
5
章　

阻
ま
れ
る
極
右　

二
つ
の
事
例

⑴　

Ｉ
Ｔ
Ｓ
結
成
と
そ
の
瓦
解

　

第
三
章
で
欧
州
議
会
に
お
け
る
欧
州
政
党
と
そ
の
法
的
な
側
面
、
そ
し
て
ま
た
欧
州
議
会
が
欧
州
議
院
規
則
を
通
し
て
、
加
盟
国
の
個
別

的
政
党
を
Ｅ
Ｕ
レ
ベ
ル
で
統
合
す
る
機
能
を
果
た
し
て
い
る
こ
と
を
見
た
。

　

と
こ
ろ
で
、
以
下
「
同
一
性
、
伝
統
、
主
権
」（Identity T

radition, Sovereignty

／
Ｉ
Ｔ
Ｓ 

と
い
う
会
派
に
つ
い
て
述
べ
る
が
、
こ

の
会
派
の
結
成
と
瓦
解
に
つ
い
て
は
、
欧
州
議
会
議
院
規
則
の
政
党
形
成
要
件
が
か
か
わ
る
。

　

極
右
政
党
の
野
合
的
集
団
で
あ
る
Ｉ
Ｔ
Ｓ
の
結
成
と
瓦
解
は
、
旧
規
定
の
も
と
で
惹
起
し
た
。
政
党
形
成
要
件
と
の
関
連
で
発
生
し
た
Ｉ

Ｔ
Ｓ
の
事
案
に
つ
い
て
は
、
旧
規
定
で
は
、
出
身
加
盟
国
の
数
に
お
い
て
は
五
分
の
一
、
議
員
総
数
二
〇
名
以
上
で
あ
る
。

　
（
二
〇
三
）
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Ｉ
Ｔ
Ｓ
は
、
欧
州
議
会
議
院
規
則
の
旧
規
定
の
下
で
、
加
盟
国
の
極
右
政
党
や
反
Ｅ
Ｕ
政
党
が
欧
州
議
会
に
七
カ
国
、
二
三
名
の
議
員
を

得
て
二
〇
〇
七
年
に
発
足
し
た
。
共
同
綱
領
は
同
年
一
月
九
日
に
調
印
さ
れ
、
一
月
一
五
日
の
欧
州
議
会
の
本
会
議
で
欧
州
議
会
議

長 Josep B
orrell

の
下
で
、
承
認
さ
れ
た
。
同
党
を
構
成
す
る
加
盟
国
の
政
党
別
の
構
成
に
つ
い
て
は
以
下
で
あ
る
。

　

党
代
表
は
フ
ラ
ン
ス
国
民
戦
線
のB

runo G
ollnisch

。
構
成
政
党
は
、フ
ラ
ン
ス
「
国
民
戦
線
」（
七
名
）。「
大
ル
ー
マ
ニ
ア
愛
国
党
」（
五
）、

ル
ー
マ
ニ
ア
単
独
（
一
）、ベ
ル
ギ
ー
「
フ
ラ
マ
ン
人
の
利
益
」（
三
）
ブ
ル
ガ
リ
ア
「
国
民
同
盟
突
撃
」（
三
）、イ
タ
リ
ア
「
社
会
代
替
」（
一
）、

イ
タ
リ
ア
「
三
色
の
炎
」（
一
）
オ
ー
ス
ト
リ
ア
自
由
党
（
一
）、
イ
ギ
リ
ス
独
自
／
Ｕ
Ｋ
Ｉ
Ｐ
離
党
者
（
一
）。

　

し
か
し
な
が
ら
、
欧
州
議
会
で
野
合
的
に
結
成
さ
れ
た
Ｉ
Ｔ
Ｓ
は
、
ム
ッ
ソ
リ
ー
ニ
の
孫
娘A

lessandra M
ussolini

が
、
移
民
政
策
に

関
し
て
、
ル
ー
マ
ニ
ア
は
犯
罪
者
で
あ
る
と
発
言
を
し
た
こ
と
を
契
機
と
し
て
、
大
ル
ー
マ
ニ
ア
愛
国
党
が
離
脱
し
た（

21
）。

そ
の
結
果
、
二
〇

〇
七
年
一
一
月
一
四
日
消
滅
に
追
い
込
ま
れ
た
。
欧
州
政
党
形
成
要
件
を
満
た
さ
な
く
な
っ
た
た
め
で
あ
る
。

　

欧
州
議
会
に
お
い
て
、
欧
州
政
党
を
結
成
す
る
必
然
性
に
つ
い
て
は
、
国
内
の
規
定
を
想
起
す
れ
ば
理
解
で
き
る
。
Ｅ
Ｕ
の
議
会
た
る
欧

州
議
会
に
お
い
て
も
、
政
党
助
成
金
と
、
委
員
会
の
委
員
長
ポ
ス
ト
の
配
分
を
受
け
る
。
政
党
政
治
を
展
開
す
る
欧
州
議
会
に
お
い
て
、
欧

州
政
党
の
地
位
を
得
て
い
る
か
否
か
で
は
大
き
な
違
い
と
な
る
。

⑵　

Ｊ
・
Ｍ
ル
ペ
ン
の
欧
州
議
会
暫
定
議
長
職
就
任
の
阻
止
と
欧
州
議
会
議
院
規
則
の
変
更

　

欧
州
議
会
の
極
右
へ
の
対
応
の
第
二
の
ケ
ー
ス
と
し
て
欧
州
議
会
暫
定
議
長
就
任
の
阻
止
の
事
例
で
対
象
と
な
っ
た
の
は
、F

ront 

N
ational 

を
率
い
る
ジ
ャ
ン‒

マ
リ
ー
・
ル
ペ
ン
（Jean-M

arie L
e P

en
）
で
あ
る
。
欧
州
の
極
右
を
代
表
す
る
人
物
で
、
一
九
二
八
年
生

ま
れ
、
二
〇
一
一
年
現
在
八
三
歳
。
ち
な
み
に
、
フ
ロ
ン
・
ナ
チ
オ
ナ
ー
ル
は
、
一
九
七
二
年
一
〇
月
に
結
成
さ
れ
て
い
る
。
結
成
当
時
の

政
党
名
は
、F

ront national pour l'unité française 

（
Ｆ
Ｎ
Ｕ
Ｆ
）。

　
（
二
〇
四
）
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右
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欧
州
議
会
に
お
け
る
暫
定
議
長
と
い
う
の
は
、
五
年
に
一
度
の
欧
州
議
会
選
挙
が
終
わ
り
、
新
規
に
開
催
さ
れ
る
時
の
議
長
で
あ
っ
て
、

儀
礼
的
存
在
で
あ
る
。
そ
の
彼
も
し
く
は
彼
女
の
下
で
、
議
長
選
出
が
行
わ
れ
る
。
そ
の
儀
礼
的
と
も
い
え
る
欧
州
議
会
の
新
議
会
の
開
催

を
告
げ
る
職
務
を
行
う
シ
ン
ボ
ル
的
議
長
が
暫
定
議
長
で
あ
る
。
そ
の
ポ
ス
ト
へ
の
ル
ペ
ン
の
接
近
、
す
な
わ
ち
就
任
の
可
能
性
が
問
題
に

な
っ
た
の
で
あ
る
。

　

ル
ペ
ン
と
い
え
ば
、
フ
ラ
ン
ス
人
に
大
き
な
衝
撃
を
与
え
た
事
件
が
あ
る
。
彼
は
、
フ
ラ
ン
ス
大
統
領
選
挙
で
は
、
一
九
七
四
、
一
九
八

八
、
一
九
九
五
、
二
〇
〇
二
、
二
〇
〇
七
と
五
度
に
わ
た
り
出
馬
し
た
。
特
に
、
二
〇
〇
二
年
の
フ
ラ
ン
ス
大
統
領
選
挙
で
は
、
第
一
回
投

票
で
、
リ
オ
ネ
ル
・
ジ
ョ
ス
パ
ン
（L

ionel Jospin

）
社
会
党
書
記
長
を
凌
ぎ
、
一
六
・
八
六
％
を
獲
得
し
、
第
二
位
に
つ
け
、
決
選
投
票

に
臨
ん
だ
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
フ
ラ
ン
ス
の
み
な
ら
ず
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
衝
撃
を
与
え
た
。
こ
の
と
き
は
、
フ
ラ
ン
ス
全
土
で
人
種
差
別

主
義
者
の
大
統
領
就
任
の
可
能
性
を
阻
む
、
反
ル
ペ
ン
、
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
が
張
ら
れ
、
ジ
ャ
ッ
ク
・
シ
ラ
ク
は
八
二
％
を
得
て
、
圧
勝
す
る
。

　

ル
ペ
ン
は
排
外
主
義
的
発
言
で
知
ら
れ
て
お
り
、
そ
れ
を
支
持
す
る
者
に
は
高
い
人
気
を
誇
っ
て
い
る
。
こ
の
勢
力
は
継
続
的
に
国
内
と

欧
州
議
会
で
議
席
を
有
し
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
国
民
戦
線
は
一
九
八
四
年
の
欧
州
議
会
選
挙
で
は
一
〇
％
の
票
を
得
て
い
た
し
、
二
年
後

の
一
九
八
六
年
で
は
、
フ
ラ
ン
ス
国
民
議
会
に
三
四
名
も
の
議
員
を
出
し
た（

22
）。

　

二
〇
〇
七
年
の
ル
ペ
ン
の
最
後
と
な
る
大
統
領
選
挙
へ
の
出
馬
で
も
一
〇
％
の
得
票
を
上
げ
て
い
た
。
初
挑
戦
時
は
、
彼
の
得
票
は
、
〇
・

七
四
％
で
あ
っ
た
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
こ
の
間
の
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
移
民
排
斥
の
高
ま
り
を
み
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
ル
ペ
ン
自
身
に
つ
い

て
い
え
ば
、
一
九
八
四
年
か
ら
欧
州
議
会
議
員
を
継
続
的
に
務
め
て
い
る
。

　

た
だ
し
一
九
九
七
年
に
は
議
会
選
挙
中
に
ア
ネ
ッ
ト
・
プ
ル
バ
ス
ト
・
ベ
ル
ジ
ー
ル
（A

nnette P
eulvast-B

ergeal

）
社
会
党
政
治
家

を
平
手
打
ち
す
る
暴
行
容
疑
で
有
罪
と
な
り
、
フ
ラ
ン
ス
で
、
短
期
の
公
職
追
放
と
な
っ
た
。
こ
れ
を
う
け
て
、
二
〇
〇
〇
年
一
〇
月
欧
州

議
会
議
長
ニ
コ
ル
・
フ
ォ
ン
テ
ー
ヌ
（N

icole F
ontaine

）
女
史
は
、
欧
州
議
会
議
員
の
資
格
停
止
の
措
置
を
取
っ
た
。
ル
ペ
ン
は
こ
れ
に

　
（
二
〇
五
）



極
右
へ
の
欧
州
議
会
の
対
応

 

二
〇
六

同
志
社
法
学　

六
三
巻
一
号

対
し
て
、
欧
州
議
会
議
長
の
意
思
で
は
な
く
、
議
席
剥
奪
は
本
会
議
で
の
表
決
で
な
さ
れ
る
べ
き
と
抗
弁
。
二
〇
〇
一
年
一
月
、
欧
州
司
法

裁
判
所
第
一
審
に
提
訴
。
判
決
が
出
る
ま
で
と
い
う
こ
と
で
、
議
席
剥
奪
措
置
留
保
。
二
〇
〇
三
年
四
月
に
は
欧
州
司
法
裁
判
所
一
審
は
、

ル
ペ
ン
の
訴
え
を
退
け
、
議
席
剥
奪
を
支
持
し
た（

23
）。

　

欧
州
議
会
議
院
規
則
は
、
欧
州
議
会
議
員
の
国
家
議
会
議
員
と
の
職
務
の
両
立
性
の
可
否
に
関
し
て
は
、
加
盟
国
法
で
定
め
る
と
し
、
フ

ォ
ン
テ
ー
ヌ
欧
州
議
会
の
議
長
の
決
定
が
フ
ラ
ン
ス
の
裁
判
所
の
決
定
を
も
っ
て
行
っ
て
い
る
が
ゆ
え
に
、
Ｅ
Ｕ
法
違
反
で
は
な
い
、
と
欧

州
司
法
裁
判
所
は
判
示
し
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
一
九
八
七
年
九
月
一
三
日
に
は
、
ラ
ジ
オ
と
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
は
、
ホ
ロ
コ
ー
ス
ト
は

存
在
し
て
い
な
い
と
は
い
わ
な
い
が
、
見
て
い
な
い
し
、「
歴
史
に
あ
っ
て
は
些
細
な
こ
と
」
と
述
べ
た
。

　

こ
れ
は
ホ
ロ
コ
ー
ス
ト
の
存
在
を
否
定
す
る
こ
と
が
犯
罪
を
構
成
す
る
と
す
る
共
産
党
議
員
の
名
に
由
来
す
るG

ayssot A
ct

に
触
れ
る

こ
と
と
な
り
、
一
二
〇
万
フ
ラ
ン
（
一
八
万
五
〇
〇
〇
ユ
ー
ロ
、
二
九
万
ド
ル
）
の
罰
金
を
科
さ
れ
た（

24
）。

　

こ
れ
に
た
い
し
て
、
ル
ペ
ン
自
身
は
、
ホ
ロ
コ
ー
ス
ト
の
否
定
者
と
レ
ッ
テ
ル
を
貼
っ
た
シ
ュ
ル
ツ
率
い
る
欧
州
社
会
党
に
た
い
し
て
は
、

「
水
増
し
さ
れ
た
批
判
」
の
犠
牲
者
で
あ
る
と
反
論
し
て
い
た
。

　

こ
こ
で
問
題
に
な
る
の
は
、
こ
の
ル
ペ
ン
が
欧
州
議
会
の
議
長
職
の
選
出
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
か
ら
発
し
た
問
題
で
あ
っ
た
。

　

欧
州
議
会
は
議
院
規
則
に
お
い
て
、
引
退
す
る
議
長
も
し
く
は
、
最
高
齢
の
議
員
が
次
期
新
会
議
の
開
会
議
長
と
な
る
こ
と
を
定
め
て
い

た
。
こ
れ
が
欧
州
議
会
で
当
面
の
焦
点
と
な
っ
て
き
た
。

　

ル
ペ
ン
の
暫
定
議
長
就
任
阻
止
に
は
、
欧
州
議
会
議
院
規
則
の
当
該
個
所
の
条
文
、
つ
ま
り
最
年
長
の
議
員
の
以
下
の
条
文
の
変
更
が
必

要
と
な
る
。
こ
の
条
文
は
長
く
変
更
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。

　

旧
規
定
は
た
と
え
ば
、
筆
者
と
山
本
直
（
北
九
州
市
立
大
）
が
訳
出
し
た
『
欧
州
議
会
議
院
規
則
』（
二
〇
〇
二
年
一
二
版（

25
））

で
は
、
以

下
で
あ
っ
た
。

　
（
二
〇
六
）
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1
．
一
〇
条
（
三
）
の
も
と
で
開
催
さ
れ
る
会
議
、
あ
る
い
は
議
長
お
よ
び
ビ
ュ
ー
ロ
ー
の
選
出
を
目
的
と
す
る
会
議
で
は
、
議
長
が
選
出

さ
れ
る
ま
で
最
年
長
の
議
員
が
議
長
職
を
務
め
る
。

2
．
最
年
長
の
議
員
が
議
長
職
を
務
め
る
間
は
、
議
長
の
選
出
も
し
く
は
議
員
資
格
の
確
認
に
関
す
る
も
の
で
な
い
限
り
、
い
か
な
る
業
務

も
処
理
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
。

　

英
文
を
示
せ
ば
以
下
で
あ
る
。

R
ule 12 O

ldest M
em

ber

1.A
t the sitting provided for under R

ule 10

（3

）, and at any other sitting held for the purpose of electing the P
resident 

and the B
ureau, the oldest M

em
ber present shall take the C

hair until the P
resident has been elected.

　

上
記
の
欧
州
議
会
議
院
規
則
に
基
づ
き
、
現
状
で
は
、
八
〇
歳
に
な
る
ル
ペ
ン
が
最
高
齢
議
員
と
し
て
、
六
月
の
欧
州
議
会
選
挙
後
に
始

ま
る
新
会
期
の
暫
定
議
長
職
に
就
く
こ
と
を
可
能
に
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。

　

ル
ペ
ン
の
議
長
就
任
を
阻
む
動
き
は
、
欧
州
議
会
最
大
野
党
の
欧
州
社
会
党
（
二
〇
〇
九
年
六
月
に
は
院
内
会
派
名
を
「
欧
州
社
会
民
主

進
歩
同
盟 A

lliance of L
iberals and D

em
ocrats for E

urope

」
と
改
称
）
に
よ
っ
て
な
さ
れ
た
。
す
な
わ
ち
、
二
〇
〇
九
年
第
七
次
の

新
議
会
を
前
に
、
会
期
末
と
選
挙
を
控
え
た
二
〇
〇
九
年
五
月
二
〇
日
、
欧
州
議
会
の
最
大
会
派
欧
州
人
民
党
（the E

uropean P
eople's 

P
arty

） 

党
首
ジ
ョ
セ
フ
・
ダ
ー
ル
（Joseph D

aul

）
も
、
ド
イ
ツ
人
の
マ
ー
チ
ン
・
シ
ュ
ル
ツ
（M

artin Schulz

）
率
い
る
欧
州
社
会
党
も
、

さ
ら
に
は
緑
の
党
も
賛
成
し
、
ル
ペ
ン
阻
止
を
支
持
す
る
姿
勢
を
明
確
に
し
た
。

　

社
会
党
と
緑
の
党
の
指
導
者
は
一
九
日
に
、
ル
ペ
ン
が
欧
州
議
会
の
長
老
と
し
て
議
事
を
采
配
す
る
こ
と
を
阻
止
す
べ
く
、
議
院
規
則
の

改
正
を
提
案
し
た
。「
ホ
ロ
コ
ー
ス
ト
を
否
定
す
る
人
物
が
欧
州
議
会
の
開
会
式
の
議
長
を
務
め
る
こ
と
に
は
、
憂
慮
を
覚
え
る
、
そ
の
解

決
法
は
、
議
院
規
則
を
変
え
る
こ
と
し
か
な
い
」
と
、
語
っ
て
い
た（

26
）。

か
く
し
て
欧
州
議
会
議
院
規
則
の
新
議
長
選
出
ま
で
の
暫
定
議
長
の

　
（
二
〇
七
）
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規
定
に
つ
い
て
以
下
の
よ
う
に
改
め
ら
れ
た
。

第
一
二
条

「
規
則
一
三
四
条
（
二
）
に
規
定
さ
れ
た
会
議
、
お
よ
び
ビ
ュ
ー
ロ
ー
（
理
事
部
）
の
選
出
を
目
的
と
す
る
会
議
で
は
、
引
退
す
る
議
長
、

も
し
く
は
引
退
す
る
副
議
長
が
着
任
の
順
に
、
も
し
く
は
そ
の
い
ず
れ
も
不
在
の
場
合
は
、
最
長
期
間
、
議
員
の
地
位
に
あ
っ
た
も
の
が
、

議
長
が
選
出
さ
れ
る
ま
で
、
議
長
職
を
務
め
る
。

R
ule 12

P
rovisional C

hair

1. A
t the sitting provided for under R

ule 134

（2

）, and at any other sitting held for the purpose of electing the 

P
resident and the B

ureau, the outgoing P
resident or, failing him

 or her, one of the outgoing V
ice-P

residents in order of 

precedence or, in the absence of any of them
, the M

em
ber having held office for the longest period shall take the C

hair 

until the P
resident has been elected.

と
い
う
も
の
で
あ
る
。

　

す
な
わ
ち
引
退
す
る
議
長
が
、
あ
る
い
は
副
議
長
が
こ
れ
を
務
め
、
そ
の
い
ず
れ
も
が
不
在
の
場
合
に
、
最
長
在
任
議
員
と
い
う
順
で
変

更
し
た
。
こ
の
変
更
は
二
つ
の
点
で
徹
底
し
て
い
る
。
引
退
す
る
議
長
が
こ
れ
を
務
め
、
そ
れ
が
不
在
の
場
合
は
、
一
四
名
存
在
す
る
副
議

長
が
退
任
す
る
場
合
、
先
任
順
に
就
任
す
る
と
し
た
。
こ
れ
で
欧
州
議
会
の
多
数
派
が
、
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
上
あ
る
い
は
そ
の
行
動
上
で
問
題

の
あ
る
議
員
、
こ
の
場
合
、
極
右
の
ル
ペ
ン
の
暫
定
議
長
就
任
の
可
能
性
を
封
じ
込
め
た
。

　

議
長
、
副
議
長
職
に
つ
い
て
は
、
欧
州
議
会
は
長
く
最
大
会
派
、
及
び
第
二
会
派
で
分
け
る
慣
行
が
続
い
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
欧
州
人

民
党
と
、
欧
州
社
会
民
主
同
盟
（
Ｓ
＆
Ｄ
一
八
四
／
旧
欧
州
社
会
党
）
が
そ
れ
を
得
て
い
る
。
そ
れ
に
と
ど
ま
ら
ず
、
最
高
齢
で
な
く
最
長

　
（
二
〇
八
）
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在
任
期
間
を
務
め
た
も
の
と
い
う
基
準
も
導
入
し
た
。

　

当
然
な
が
ら
、
安
定
し
た
数
を
誇
る
多
数
政
党
の
議
員
が
再
選
を
果
た
し
、
任
期
を
長
く
す
る
可
能
性
が
高
い
。
ル
ペ
ン
は
議
席
は
く
奪

の
期
間
も
あ
る
。
す
な
わ
ち
徹
底
し
て
ル
ペ
ン
外
し
を
図
っ
た
の
で
あ
る
。
か
く
し
て
、
極
右
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
を
も
つ
暫
定
議
長
就
任
を
阻

ん
だ
の
で
あ
る
。

⑶　

欧
州
政
党
形
成
要
件
の
厳
格
化

　

欧
州
議
会
議
院
規
則
は
、
上
記
の
暫
定
議
長
の
規
定
も
合
わ
せ
て
、
全
般
的
見
直
し
が
な
さ
れ
、
政
党
形
成
要
件
も
厳
格
化
さ
れ
た
。

　

欧
州
議
会
の
欧
州
政
党
形
成
要
件
は
二
〇
〇
九
年
の
最
新
の
欧
州
議
会
議
院
規
則
で
第
一
編
「
議
員
、
議
会
内
組
織
、
政
党
」
の
四
章 

政
党
で
扱
っ
て
い
る
が
、
三
〇
条 
は
、
政
党
の
結
成
で
以
下
の
よ
う
に
新
た
に
変
更
さ
れ
た
。

1
．
議
員
は
、
そ
の
政
治
的
帰
属
意
識
に
し
た
が
い
、
政
党
を
結
成
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

議
会
は
政
党
の
議
員
の
政
治
的
帰
属
意
識
に
つ
い
て
通
常
は
評
価
す
る
必
要
は
な
い
。
こ
の
規
則
に
基
づ
き
政
党
を
形
成
す
る
に
際
し

て
、
当
該
議
員
は
彼
ら
が
政
治
的
帰
属
意
識
を
有
し
て
い
る
と
い
う
定
義
を
受
け
入
れ
る
。
関
係
す
る
当
該
議
員
が
政
治
的
帰
属
意
識
を

拒
否
す
る
場
合
に
の
み
、
議
会
は
そ
の
政
党
が
こ
の
規
則
に
合
致
し
て
い
る
か
に
つ
い
て
、
評
価
す
る
こ
と
を
必
要
と
す
る
。

2
．
政
党
は
加
盟
国
の
す
く
な
く
と
も
四
分
の
一
か
ら
選
出
さ
れ
た
議
員
で
構
成
さ
れ
る
。
そ
の
結
成
に
必
要
な
最
小
の
議
員
数
は
、
二
五

名
で
あ
る
。

3
．
政
党
が
必
要
と
さ
れ
る
敷
居
値
を
下
回
る
場
合
、
欧
州
議
会
議
長
は
会
派
の
議
長
の
会
議
の
合
意
を
え
て
、
議
会
の
次
の
会
期
ま
で
、

以
下
の
条
件
が
満
た
さ
れ
る
場
合
に
は
、
継
続
し
て
存
在
す
る
こ
と
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

―
加
盟
国
の
少
な
く
と
も
五
分
の
一
か
ら
代
表
を
継
続
し
て
出
し
て
い
る
こ
と

　
（
二
〇
九
）
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―
こ
の
政
党
が
一
年
以
上
そ
の
存
続
し
て
い
る
こ
と

―
欧
州
議
会
議
長
は
こ
の
規
定
が
乱
用
さ
れ
て
い
る
疑
惑
が
あ
る
こ
と
を
示
す
十
分
な
証
拠
が
あ
る
場
合
は
、
こ
の
例
外
規
定
の
適
用
を

認
め
な
い
。

4
．
議
員
は
複
数
の
政
党
に
所
属
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

5
．
議
長
は
、
政
党
が
設
立
さ
れ
る
時
期
を
声
明
を
出
し
告
知
す
る
。
こ
の
声
明
は
、
政
党
名
、
そ
の
構
成
員
お
よ
び
事
務
局
を
明
示
す
る
。

6
．
こ
の
声
明
は
、
Ｅ
Ｕ
の
官
報
に
お
い
て
公
表
さ
れ
る
。
二
〇
〇
九
年
七
月
一
日
付
け
。

　

ち
な
み
に
英
文
を
示
せ
ば
以
下
で
あ
る
。

rule 30 : F
orm

ation of political groups

1. M
em

bers m
ay form

 them
selves into groups according to their political affinities.

P
arliam

ent need not norm
ally evaluate the political affinity of m

em
bers of a group. In form

ing a group together under 

this R
ule, M

em
bers concerned accept by definition that they have political affinity. O

nly w
hen this is denied by the 

M
em

bers concerned is it necessary for P
arliam

ent to evaluate w
hether the group has been constituted in conform

ity 

w
ith the R

ules.

2. A
 political group shall com

prise M
em

bers elected in at least one-quarter of the M
em

ber States. T
he m

inim
um

 

num
ber of M

em
bers required to form

 a political group shall be tw
enty-five.

3. W
here a group falls below

 the required threshold, the P
resident, w

ith the agreem
ent of the C

onference of P
residents, 

m
ay allow

 it to continue to exist until P
arliam

ent's next constitutive sitting, provided the follow
ing conditions are m

et:

- the m
em

bers continue to represent at least one-fifth of the M
em

ber States;

　
（
二
一
〇
）



極
右
へ
の
欧
州
議
会
の
対
応

 

二
一
一

同
志
社
法
学　

六
三
巻
一
号

- the group has been in existence for a period longer than one year.

T
he P

resident shall not apply this derogation w
here there is sufficient evidence to suspect that it is being abused.

4. A
 M

em
ber m

ay not belong to m
ore than one political group.

5. T
he P

resident shall be notified in a statem
ent w

hen a political group is set up. 

6. T
he statem

ent shall be published in the O
fficial Journal of the E

uropean U
nion （

27
）.

　

具
体
的
に
い
え
ば
、
政
党
形
成
要
件
で
は
、
二
〇
〇
九
年
に
改
め
ら
れ
た
現
行
規
定
で
は
四
分
の
一
以
上
、
す
な
わ
ち
二
七
カ
国
の
Ｅ
Ｕ

で
は
七
カ
国
以
上
、
議
員
総
数
二
五
名
で
あ
る
。

　

す
な
わ
ち
、政
党
形
成
要
件
は
厳
し
く
な
っ
て
い
る
の
が
分
か
る
で
あ
ろ
う
。議
員
数
で
は
総
議
席
数
の
二
・
二
五
％
で
あ
る
。ち
な
み
に
、

Ｅ
Ｕ
加
盟
国
議
会
で
の
政
党
（
会
派
）
形
成
要
件
は
、
高
い
方
で
、
五
％
で
、
平
均
は
四
％
を
上
回
る
と
こ
ろ
に
あ
る
。

　

欧
州
議
会
の
憲
法
問
題
委
員
会
で
の
審
議
で
は
、
加
盟
国
議
会
の
平
均
値
の
四
％
を
前
提
に
、
欧
州
社
会
党
は
三
〇
名
を
提
起
し
て
い
る
。

他
方
、
あ
ま
り
に
政
党
形
成
要
件
を
厳
格
化
す
る
と
、
政
治
的
自
由
を
奪
う
と
す
る
欧
州
自
民
党
の
反
発
な
ど
で
僅
差
で
否
決
さ
れ
、
現
行

数
値
に
収
ま
っ
た
経
緯
が
あ
る（

28
）。

　

も
と
よ
り
、
リ
ス
ボ
ン
条
約
と
い
う
Ｅ
Ｕ
条
約
の
大
き
な
改
正
が
あ
り
、
欧
州
議
会
の
権
限
に
か
か
わ
る
部
分
が
増
え
た
た
め
、
全
般
的

な
欧
州
議
会
議
院
規
則
の
改
正
は
、
そ
れ
に
伴
う
一
環
と
し
て
行
わ
れ
て
い
る
。
だ
が
、
個
別
的
に
い
え
ば
、
欧
州
政
党
の
政
党
要
件
の
厳

格
化
は
、
代
表
民
主
主
義
に
お
け
る
意
見
集
約
を
、
よ
り
ソ
リ
ッ
ド
な
形
の
欧
州
政
党
と
し
て
図
る
べ
き
と
い
う
考
え
方
が
あ
る
。
同
時
に

そ
の
背
後
に
は
、
欧
州
議
会
に
お
け
る
フ
ァ
シ
ス
ト
極
右
を
含
め
、
近
時
、
社
会
問
題
化
し
政
治
化
し
て
い
る
人
種
差
別
政
党
を
排
除
し
た

い
と
す
る
欧
州
議
会
多
数
派
の
意
図
も
あ
る
と
い
え
る
。

　

な
お
最
近
の
極
右
勢
力
の
加
盟
国
の
国
内
政
治
に
お
け
る
勢
力
拡
張
に
対
す
る
欧
州
議
会
レ
ベ
ル
で
の
対
応
は
以
下
の
よ
う
で
あ
る
。

　
（
二
一
一
）
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オ
ラ
ン
ダ
の
総
選
挙
を
受
け
て
、
自
由
人
民
党
（
Ｖ
Ｖ
Ｄ
）
のM

ark L
utte

が
一
九
一
八
年
以
降
初
め
て
と
な
る
政
権
の
座
に
就
き
、
極

右
政
党
の
Ｐ
Ｖ
Ｖ
が
閣
外
協
力
す
る
に
い
た
っ
た
。
二
〇
〇
二
年
に
成
立
し
て
以
降
四
度
の
政
権
を
担
当
し
た
ピ
ー
タ
ー
・
バ
ル
ケ
ネ
ン
デ

中
道
右
派
の
キ
リ
ス
ト
教
民
主
党
（
Ｃ
Ｄ
Ａ
）
は
、
総
選
挙
で
勢
力
を
急
減
さ
せ
た
結
果
、
Ｖ
Ｖ
Ｄ
と
の
協
力
で
政
権
に
入
る
こ
と
を
余
儀

な
く
さ
れ
た
。
両
党
合
わ
せ
て
、
一
五
〇
議
席
中
五
二
議
席
の
勢
力
で
の
ス
タ
ー
ト
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
ウ
ィ
ル
ダ
ー
ス
の
反
イ
ス
ラ
ム

政
党
Ｐ
Ｖ
Ｖ
二
四
議
席
の
閣
外
協
力
を
受
け
て
の
も
の
で
あ
る
。

　

欧
州
議
会
レ
ベ
ル
で
自
由
人
民
党
（
Ｖ
Ｖ
Ｄ
）
と
連
携
し
て
い
る
欧
州
自
民
改
革
党
（
Ｅ
Ｌ
Ｄ
Ｒ
）
は
、こ
の
事
態
に
懸
念
を
表
明
し
た
。

ま
た
欧
州
人
民
党
（
Ｅ
Ｐ
Ｐ
）
は
、
オ
ラ
ン
ダ
の
Ｃ
Ｄ
Ａ
を
含
め
、
Ｅ
Ｕ
加
盟
国
を
中
心
に
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
三
九
カ
国
、
七
三
の
中
道
右

派
を
持
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
る
が
、
欧
州
人
民
党
議
長
の
ウ
イ
ル
フ
レ
ッ
ド
・
マ
ル
テ
ン
ス
が
、
惨
敗
し
た
旧
与
党
の
Ｃ
Ｄ
Ａ
が
、
極
右
の

Ｐ
Ｖ
Ｖ
の
閣
外
協
力
を
受
け
、
Ｖ
Ｖ
Ｄ
の
少
数
政
権
を
樹
立
し
た
こ
と
を
「
遺
憾
」
で
あ
る
と
、
批
判
し
て
い
る（

29
）。

　

さ
ら
に
欧
州
政
党
で
、
社
会
民
主
主
義
政
党
か
ら
な
る
欧
州
社
会
党
は
、
中
道
右
派
の
政
党
を
傘
下
に
置
い
て
い
る
欧
州
人
民
党
が
、
政

権
維
持
の
た
め
に
安
易
に
極
右
や
反
移
民
政
党
と
の
連
携
を
傘
下
の
政
党
に
許
容
し
て
い
る
と
し
て
、
極
右
勢
力
と
の
協
力
関
係
を
拒
否

し
、
中
道
右
派
と
も
協
力
し
、
結
束
し
て
そ
の
た
め
の
「
防
疫
線
」（cordon sanitaire

）
を
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
張
り
巡
ら
す
べ
き
と
す
る
五

項
目
か
ら
な
る
行
動
綱
領
（code of conduct

）
を
一
〇
月
一
五
日
付
で
打
ち
出
し
た（

30
）。

　

そ
れ
ほ
ど
に
、
オ
ラ
ン
ダ
に
み
ら
れ
る
極
右
の
台
頭
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
統
合
推
進
の
政
党
に
と
っ
て
も
厳
し
い
状
況
に
あ
る
と
い
え
る
。

結
論

　

ナ
チ
ス
に
代
表
さ
れ
る
フ
ァ
シ
ズ
ム
の
跳
梁
跋
扈
と
、
そ
れ
に
よ
る
欧
州
で
の
第
二
次
大
戦
の
勃
発
と
、
勝
者
敗
者
双
方
に
未
曾
有
の
惨

　
（
二
一
二
）
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禍
を
も
た
ら
し
た
先
の
大
戦
の
結
果
、
そ
れ
を
反
省
し
て
、
排
外
主
義
的
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
を
押
さ
え
込
む
た
め
の
「
運
命
共
同
体
」
と
し

て
構
築
さ
れ
た
の
が
、
現
在
の
Ｅ
Ｕ
で
あ
る
。
政
治
的
な
強
い
価
値
と
意
図
を
も
っ
て
お
り
、
Ｅ
Ｕ
は
、
単
な
る
経
済
共
同
体
で
は
お
よ
そ

な
い
。
経
済
通
貨
の
単
一
空
間
の
創
造
を
目
的
と
す
る
経
済
通
貨
同
盟
と
、
表
裏
一
体
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
政
治
空
間
の
創
造
を

目
指
す
政
治
同
盟
（P

olitical U
nion

）
を
目
指
す
の
が
Ｅ
Ｕ
を
通
し
た
欧
州
統
合
で
あ
る
。

　

そ
の
Ｅ
Ｕ
に
あ
っ
て
は
、
共
同
立
法
権
者
と
し
て
の
欧
州
議
会
に
あ
っ
て
、
そ
の
選
出
方
法
で
比
例
代
表
制
を
Ｅ
Ｕ
準
則
と
し
て
い
る
。

こ
の
民
主
主
義
確
保
の
た
め
の
制
度
的
装
置
が
ゆ
え
に
、
極
右
の
進
出
を
促
進
し
て
い
る
と
い
う
逆
説
的
状
況
が
あ
り
、
こ
の
稿
で
見
た
と

こ
ろ
で
あ
る
。

　

欧
州
統
合
の
進
展
が
欧
州
議
会
を
生
み
、
比
例
制
を
主
軸
と
す
る
欧
州
議
会
の
選
挙
が
、
あ
た
か
も
パ
ン
ド
ラ
の
箱
を
開
く
よ
う
に
、
民

主
主
義
の
み
な
ら
ず
、
極
右
運
動
を
刺
激
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
み
た
。

　

あ
え
て
い
え
ば
、
Ｅ
Ｕ
の
発
展
と
、
機
能
が
強
化
さ
れ
て
い
く
欧
州
議
会
が
、
民
主
主
義
の
観
点
に
立
っ
て
、
欧
州
議
会
選
挙
が
比
例
制

を
導
入
し
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
、
加
盟
国
に
よ
っ
て
は
、
イ
ギ
リ
ス
の
よ
う
に
、
自
国
の
国
内
選
挙
規
定
で
抑
え
込
ま
れ
て
き
た
極
右
の
運

動
を
欧
州
レ
ベ
ル
で
解
放
し
、
か
つ
極
右
の
進
出
を
皮
肉
に
も
許
し
て
い
る
と
い
え
る
。

　

た
だ
し
、
欧
州
議
会
は
そ
れ
が
ゆ
え
に
、
そ
の
主
流
派
を
構
成
し
て
い
る
三
大
会
派
、
及
び
緑
の
党
は
結
束
し
て
こ
の
排
除
に
乗
り
出
し

て
い
る
。
そ
れ
が
欧
州
議
会
の
議
院
規
則
改
正
と
な
っ
て
い
る
。
暫
定
議
長
就
任
の
阻
止
お
よ
び
政
党
形
成
要
件
の
厳
格
化
と
い
う
こ
と
で

み
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

他
方
、
極
右
政
党
も
便
宜
的
と
は
い
え
、
欧
州
政
党
を
形
成
し
な
い
限
り
、
欧
州
議
会
で
存
在
感
を
示
せ
な
い
。
Ｅ
Ｕ
の
有
権
者
の
一
定

の
支
持
を
広
げ
つ
つ
、
欧
州
議
会
を
舞
台
に
し
た
反
Ｅ
Ｕ
主
義
を
そ
の
内
に
持
つ
極
右
勢
力
と
、
Ｅ
Ｕ
の
理
念
を
体
現
す
る
、
反
フ
ァ
シ
ズ

ム
、
人
権
擁
護
を
掲
げ
る
欧
州
主
要
政
党
に
よ
る
封
じ
込
め
の
せ
め
ぎ
合
い
は
、
当
面
続
い
て
い
く
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

　
（
二
一
三
）
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（
1
）　

関
税
同
盟
や
通
貨
同
盟
を
考
え
た
だ
け
で
も
そ
れ
は
政
治
的
決
断
を
伴
う
も
の
で
あ
り
、
欧
州
統
合
と
は
ま
さ
に
国
家
の
主
権
的
権
限
の
Ｅ
Ｕ
へ
の
譲
渡
と
い
う

政
治
的
行
為
そ
の
も
の
で
あ
る
。
拙
著
『
Ｅ
Ｕ
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
統
合
の
政
治
史
』（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
カ
ル
チ
ャ
ー
ブ
ッ
ク
二
〇
一
〇
年
）

（
2
）　

欧
州
委
員
会
の
数
字
は
月
刊
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
二
〇
〇
七
／
一
一
／
〇
三
、
四
六
頁
に
よ
る
。
な
お
（
1
）
の
拙
著
で
も
許
可
を
得
て
同
図
を
掲
載
し
て
い
る
。

（
3
）　

同
右

（
4
）　
「
外
国
人
入
国
者
数
と
外
人
登
録
の
状
況
」http://w

w
w

.geocities.jp/yam
am

rhr/P
roIK

E0911-97.htm
l

（
5
）　

http://en.w
ikipedia.org/w

iki/E
uropean_P

arliam
ent_election,_2004_(U

nited_K
ingdom

) 

拙
著
『
Ｅ
Ｕ
・
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
統
合
の
政
治
史
』（
Ｎ
Ｈ
Ｋ 

二
〇
一

〇
年
近
刊
）
第
一
二
章
参
照
。

（
6
）　

FA
R

 R
IG

H
T

 IN
 E

U
R

O
P

E
 IA

S Journal M
arch 2005 E

dition

 

　

http://w
w

w
.bris.ac.uk/D

epts/U
nion/InternationalA

ffairs/publication/Journal_M
ar_05.pdf#search

＝'fascist right and european right'

（
7
）　

Ibid. D
ennis K

avanagh and P
hilip C

ow
ley, T

he B
ritish G

eneral E
lection of 2010.P

algrave M
acm

illan 2010. p116.

（
8
）　
「
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
総
選
挙
、
中
道
右
派
政
権
続
投　

右
翼
政
党
も
議
席
」
朝
日
新
聞
二
〇
一
〇
年
九
月
二
〇
日
一
九
時
五
四
分

 

　

http://w
w

w
.asahi.com

/international/update/0920/T
K

Y201009200004.htm
l?ref

＝reca

（
9
）　

C
as M

udde, P
opulist R

adical R
ight P

arties in E
urope. C

am
bridge U

niversity P
ress. 2007. 

Ｅ
Ｕ
加
盟
国
別
の
政
党
の
Ｅ
Ｕ
姿
勢
は
以
下
が
詳
し
い
。

A
leks Szczerbiak and P

aul T
aggart, O

pposing E
urope?: T

he C
om

parative P
arty P

olitics of E
uroscepticism

 O
pposing E

urope?: T
he C

om
parative 

P
arty P

olitics of E
uroscepticism

 V
olum

e 1: C
ase Studies and C

ountry, Surveys V
olum

e 2: C
om

parative and T
heoretical P

erspectives. O
xford. 

2008. 

日
本
で
の
近
年
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
極
右
の
研
究
は
山
口
定
・
高
橋
進
編
『
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
新
右
翼
』
朝
日
新
聞
社
一
九
九
八
年
が
あ
る
。
新
右
翼
と
い
う
ネ
オ
ナ
チ

と
い
う
旧
来
の
分
類
で
は
収
ま
り
き
れ
な
い
運
動
か
ら
新
右
翼
の
語
を
当
て
て
い
る
な
ど
意
欲
的
だ
が
、
畑
山
敏
夫
は
、
フ
ラ
ン
ス
の
「
極
右
」
の
新
現
象
と
し
て

記
し
て
お
り
、同
書
内
で
も
統
一
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
畑
山
敏
夫
「
フ
ラ
ン
ス
の
極
右
の
新
現
象
〜
国
民
戦
線
の
台
頭
」
第
二
章
。
な
お
畑
山
は
そ
の
後
、「
現

代
フ
ラ
ン
ス
の
新
し
い
右
翼
ル
ペ
ン
の
見
果
て
ぬ
夢
」（
法
律
文
化
社
二
〇
〇
七
年
）
で
、
表
現
を
改
め
て
い
る
。

（
10
）　

L
eigh P

hellips, F
ar-right having difficulty clubbing together in E

U
 parliam

ent 11.06.2009 E
U

O
B

SE
R

V
E

R
.

（
11
）　

イ
ギ
リ
ス
労
働
党
選
出
で
所
属
す
る
欧
州
社
会
党
の
も
っ
と
も
す
ぐ
れ
た
議
員
の
一
人
で
あ
る
コ
ル
ベ
ッ
ト
（
ヨ
ー
ク
シ
ャ
ー
＆
ザ
・
ハ
ン
バ
ー
選
挙
区
定
数
六
）

は
、
イ
ギ
リ
ス
労
働
党
政
権
の
議
員
に
よ
る
不
正
支
出
問
題
で
欧
州
議
会
選
で
大
敗
す
る
中
で
、
皮
肉
に
も
、
政
治
的
敵
で
あ
っ
た
イ
ギ
リ
ス
国
民
党
（
Ｂ
Ｎ
Ｐ
）
の

　
（
二
一
四
）



極
右
へ
の
欧
州
議
会
の
対
応
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同
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六
三
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候
補
者
に
議
席
を
奪
わ
れ
、
欧
州
議
会
を
去
っ
た
。
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（
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）　

http://w
w

w
.richardcorbett.org.uk/blog/ Saturday, June 13, 2009 P

olitical balances in the new
 P

arliam
ent.

（
13
）　

右
翼
左
翼
と
い
う
言
葉
は
フ
ラ
ン
ス
革
命
期
に
由
来
す
る
。
フ
ラ
ン
ス
国
民
議
会
の
議
長
か
ら
見
て
の
も
の
と
い
わ
れ
る
。

（
14
）　

一
九
世
紀
の
反
ユ
ダ
ヤ
主
義
に
つ
い
て
は
、
ハ
ン
ナ
・
ア
ー
レ
ン
ト
の
『
全
体
主
義
の
起
源
』（
み
す
ず
書
房 

一
九
七
二
年 

原
書
一
九
五
一
年
）
参
照
。

（
15
）　

結
党
時
に
は
反
共
産
主
義
運
動
と
し
て
の
性
格
を
も
つ
て
い
た
と
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
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（
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）　

二
〇
〇
九
年
八
月
一
四
日
時
事
通
信

（
17
）　

二
〇
〇
〇
年
二
月
四
日
自
由
党
（F

P
O

e

）
が
連
立
政
権
で
入
閣
し
た
こ
と
で
、
Ｅ
Ｕ
は
同
国
外
交
官
と
の
接
触
禁
止
な
ど
の
制
裁
措
置
を
と
っ
た
。
ま
た
同
国
観

光
の
ボ
イ
コ
ッ
ト
を
呼
び
か
け
る
た
め
ス
キ
ー
場
の
ゲ
レ
ン
デ
に
Ｓ
Ｓ
（
ヒ
ト
ラ
ー
親
衛
隊Schutzstaffel

）
の
シ
ュ
プ
ー
ル
を
描
い
た
ポ
ス
タ
ー
が
作
成
さ
れ
、
こ

れ
を
通
信
社
が
配
信
し
、
世
界
に
報
道
さ
れ
、
こ
れ
ら
の
結
果
二
〇
〇
二
年
の
選
挙
で
は
九
九
年
の
二
七
％
か
ら
得
票
を
一
〇
％
ま
で
下
げ
た
。D

ecade after 

sanctions, A
ustria far-right regains potency 03 F

ebruary 2010, A
F

P.
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最
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w
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欧
州
議
会
議
院
規
則
（
試
訳
）（
二
・
完
）、
同
志
社
大
学
ワ
ー
ル
ド
ワ
イ
ド
ビ
ジ
ネ
ス
研
究
セ
ン
タ
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第
三
巻
第
一
号
（
二
〇
〇
二
年
一
月
） 

六
二
―
九
三
頁

（
20
）　

外
国
の
立
法 

二
二
七
（
二
〇
〇
六
・
二
） 

七
一
に
間
柴
泰
治
が
翻
訳
し
、
日
本
語
で
読
め
る
。http://w

w
w

.ndl.go.jp/jp/data/publication/legis/227/022702.

pdf#search

＝
〝
政
党
助
成
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欧
州
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会
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http://en.w
ikipedia.org/w
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）　

http://en.w
ikipedia.org/w

iki/Jean-M
arie_L

e_P
en
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）　

B
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s.bbc.co.uk/go/pr/fr/-/2/hi/europe/2936147 2003/04/10

（
24
）　

http://en.w
ikipedia.org/w
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）　
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掲
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M
ove to stop L

e P
en presiding at E

U
 parliam

ent.
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ar 25, 2009
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R
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ent of R

ule 29 of P
arliam

ent's R
ules of P

rocedure - F
orm

ation of political groups 

（2006/2201

（R
E

G

）） http://w
w

w
.

europarl.europa.eu/sides/getD
oc.do?language

＝E
N

&
reference

＝A6-0206/2008

（
29
）　

E
P

P
 president criticises D

utch coalition

．E
uropean V
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onstant B
rand04.10.2010

（
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）　

Socialists call for 'cordon sanitaire' around E
urope's far right.E
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O
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R
V

E
R
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